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今
泉
定
助
の
「
成
る
」
に
つ
い
て

―
日
本
語
「
な
る
」
と
の
比
較
を
通
し
て
―

川

島

啓

介

は
じ
め
に

　

大
正
期
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
、
神
宮
奉
齋
會
會
長
を
六
期
に

渡
つ
て
務
め
た
（
（
（

今
泉
定
助
は
、
そ
の
著
作
の
中
で
『
古
事
記
』
冒
頭

部
（
（
（

を
引
用
し
、「
成
る
」
の
語
に
注
目
す
べ
き
こ
と
を
注
意
し
た
上

で
、
以
下
の
や
う
に
記
し
て
ゐ
る
。

（
前
略
）
要
す
る
に
日
本
思
想
と
外
国
思
想
と
の
根
本
的
相
異

は
、「
成
る
」
と
い
ふ
生
成
思
想
と
「
在
る
」
と
い
ふ
存
在
思

想
と
の
違
ひ
で
あ
る
。「
成
る
」
と
い
ふ
生
成
思
想
は
一
体
観

の
思
想
で
あ
り
、「
在
る
」
と
い
ふ
存
在
思
想
は
対
立
観
の
思

想
で
あ
る
（
（
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
成
る
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、『
古
事
記
』

の
正
確
な
理
解
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
思
想
の
根
幹
の
理
解

に
、
そ
の
こ
と
は
結
果
と
し
て
外
國
思
想
の
根
幹
の
理
解
に
も
繋
が

り
得
る
、
極
め
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
「
成
る
」
の
語
は
、
今
泉
の
著
作
の
各
所
で
現
れ
る
も
の
だ

が
、
今
泉
の
「
思
想
形
成
の
頂
点
を
語
る
貴
重
な
文
献
た
る
を
失
わ

な
い
（
（
（

」
と
さ
れ
る
「
皇
道
論
叢
補
遺
」（
今
泉
生
前
に
出
版
計
畫
は
あ

つ
た
も
の
の
、
今
泉
の
死
等
の
理
由
に
よ
り
出
版
さ
れ
ず
）
に
お
い
て
、

一
つ
の
論
文
と
し
て
「「
成
る
」
の
立
場
（
（
（

」
が
收
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

し
か
も
そ
れ
は
、「
皇
道
論
叢
補
遺
」
に
お
い
て
、（
弟
子
の
手
に
よ

る
編
纂
だ
が
）
三
つ
に
分
類
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
「
皇
道
と
哲
学
」

の
中
の
第
一
の
論
文
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
「「
成
る
」
の
立
場
」
を
中
心
に
、
今
泉
に
と

つ
て
の
「
成
る
」
の
意
味
の
解
明
を
目
的
と
す
る
。
從
來
の
硏
究
で

は
、
こ
の
語
を
正
面
に
据
ゑ
て
論
及
す
る
も
の
は
な
か
つ
た
。
又
、

今
泉
の
「
成
る
」
を
解
明
す
る
に
當
た
り
、
漢
字
の
「
成
」、
日
本

語
に
お
け
る
「
な
る
」
の
特
徴
と
『
古
事
記
』
解
釋
に
お
け
る
「
な

る
」
の
諸
相
も
見
て
行
き
、
そ
れ
ら
と
の
關
聯
も
探
つ
て
行
き
た
い
。

か
う
し
た
方
法
論
も
ま
た
、
從
來
の
今
泉
の
硏
究
に
は
無
か
つ
た
點
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だ
と
考
へ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
今
泉
の
唱
へ
る
神
道
（
皇
道
）

の
普
遍
性
の
解
明
へ
と
繋
げ
て
行
き
た
い
。

一
　
漢
字
「
成
」
に
つ
い
て

　

現
在
の
日
本
語
に
お
い
て
、「
な
る
」
は
必
ず
し
も
「
成
」
の
漢

字
を
當
て
る
譯
で
は
な
い
。「
先
月
二
十
歲
に
な
つ
た
」「
先
生
が
お

話
に
な
る
」
等
と
平
假
名
を
用
ゐ
る
こ
と
が
多
い
が
、
今
泉
は
敢
へ

て
「
成
る
」
と
漢
字
で
表
記
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
漢
字
「
成
」
を

概
觀
し
て
み
た
い
。

　
「
成
」
の
正
字
は
內
側
が
「
丁
」
と
な
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
、
戈

（
ほ
こ
）
と
丁
（
音
符
）
か
ら
成
つ
た
も
の
と
い
ふ
解
釋
で
、
多
く
の

字
典
は
大
體
一
致
し
て
ゐ
る
。
但
し
、意
味
を
表
す
「
戈
」
が
「
戊
」

や
「
戉
」
で
あ
つ
た
り
、「
丁
」
が
「
丨
（
こ
ん
）」
で
あ
つ
た
り
と

多
少
の
異
同
が
あ
る
。
そ
し
て
、
形
聲
文
字
と
す
る
場
合
と
會
意
形

聲
文
字
と
す
る
場
合
が
見
ら
れ
る
（
（
（

。

　

意
味
と
し
て
は
、「
戈
に
綏
飾
と
し
て
の
丨
を
加
え
る
形
。
器
の

制
作
が
終
わ
っ
た
と
き
に
、
綏
飾
を
加
え
て
お
祓
い
す
る
意
で
、
そ

れ
が
成
就
の
儀
礼
で
あ
っ
た
」（
字
通
）
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、

「
丁
」
を
「
丨
」
と
す
る
例
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
。「
丁
」
を
音
符
と

捉
へ
る
と
、「
う
っ
て
安
定
さ
せ
る
」
や
「
武
器
で
敵
を
う
ち
平
ら

げ
る
、
な
す
意
」（『
現
代
漢
語
例
解
辞
典
』『
福
武
漢
和
辞
典
』『
大
修
館 

現
代
漢
和
辞
典
』）
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
他
に
、「
戊
」
を
「
茂
に

同
じ
」
と
し
、「
丁
」
を
「
草
木
盛
ゆ
」
と
し
、「
轉
じ
て
廣
く
功
卒

り
業
就
る
義
」（『
大
字
典
』）
と
い
ふ
解
釋
も
見
ら
れ
る
。
同
樣
の
組

み
合
は
せ
で
、「
戊
」
を
「
茂
」
と
し
、「
丁
」
を
「
壯
丁
充
實
」
の

意
と
し
、
合
は
せ
て
「
充
實
し
て
茂
り
で
き
あ
が
る
意
」
と
す
る
も

の
も
あ
る
（『
大
漢
和
辞
典
』）。
そ
し
て
「
成
」
全
體
で
「
ま
と
め
あ

げ
る
意
を
含
む
」（『
学
研 

漢
和
大
字
典
』）
と
い
ふ
も
の
も
あ
る
。
又
、

「
小
刀
で
木
の
表
面
を
幾
度
も
重
ね
て
削
る
意
」
と
の
解
釋
か
ら
、

「
な
す
」「
な
る
」「
た
い
ら
げ
る
」
に
發
展
さ
せ
た
も
の
も
あ
る

（『
角
川
大
字
源
（
（
（

』）。
こ
こ
で
は
、「
丁
」
は
「
十
」
で
あ
る
可
能
性
も

示
唆
さ
れ
る
（
（
（

。

　

尙
、『
字
通
』
で
は
、『
説
文
解
字
』
の
「
成
」
の
箇
所
に
「
就

也
」
と
あ
る
こ
と
を
根
據
に
、「
就
」
の
「
凱
旋
門
で
あ
る
京
の
完

成
の
と
き
に
、
犬
牲
を
加
え
て
、
い
わ
ば
竣
工
式
を
行
う
」
と
い
ふ

解
釋
を
も
竝
べ
て
示
し
て
ゐ
る
。
ま
た
、『
康
煕
字
典
』
に
お
い
て

は
、
正
字
は
「
古
文
」
と
さ
れ
、
內
側
が
「
午
」
と
な
つ
て
ゐ
る
字

の
箇
所
で
多
く
の
文
獻
の
字
義
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
（
（
（

。
そ
こ
で
は
、

「
畢
也
」「
成
猶
善
也
」「
成
盛
也
」
等
の
多
樣
な
解
釋
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
「
丁
」
を
音
符
と
捉
へ
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
、『
説
文
解
字
』
に

お
い
て
「
就
也
从
戊
丁
聲
（
（（
（

」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
も
考
へ
ら
れ

る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、「
戊
」
を
五
行
説
に
お
け
る
「
中
央
」
と
す

る
解
釋
も
あ
る
（
（（
（

。
同
樣
に
、『
説
文
解
字
』
の
「
戈
」
の
箇
所
に
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「
鄭
注
月
令
」
の
引
用
と
し
て
「
戊
之
言
茂
也
萬
物
皆
枝
葉
茂
盛
律
（
（（
（

」

と
あ
る
點
は
、
前
出
の
『
大
字
典
』『
大
漢
和
辞
典
』
に
影
響
を
與

へ
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

　

概
觀
す
る
と
、
諸
說
は
あ
る
も
の
の
、
大
勢
は
意
符
の
「
戈
」

「
戊
」「
戉
」
と
音
符
（
或
い
は
音
符
兼
意
符
）
の
「
丁
」
に
よ
る
形
聲

文
字
（
も
し
く
は
會
意
形
聲
文
字
）
で
あ
り
、「
何
か
を
成
し
遂
げ
る
」

と
い
ふ
意
味
に
通
じ
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
窺
へ
る
。

二
　
日
本
語
「
な
る
」
に
つ
い
て

　

日
本
語
「
な
る
」
の
理
解
の
爲
、
主
に
「
な
る
」
と
日
本
文
化
の

關
係
を
論
じ
た
先
行
硏
究
を
纏
め
、
見
て
行
き
た
い
。

　

先
づ
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
「
な
る
」
を
參
照
し
た
い
。

そ
こ
で
は
、「
な
る
」
に
當
た
る
漢
字
と
し
て
「
成
・
為
・
生
」
が

記
さ
れ
、
意
味
は
「
一
、（
生
）
な
か
っ
た
も
の
が
、
新
た
に
形
を

と
っ
て
現
わ
れ
出
る
」「
二
、（
成
・
為
）
あ
る
も
の
や
あ
る
状
態
か

ら
、
他
の
も
の
や
他
の
狀
態
に
変
わ
る
」「
三
、（
成
）
行
為
の
結
果

が
現
わ
れ
る
」「
四
、
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
る
。（
中
略
）
動
作
主

に
対
す
る
尊
敬
を
表
わ
す
（
（（
（

」
の
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。 

そ
れ
ら
の

下
に
、
更
に
多
く
の
細
分
化
さ
れ
た
意
味
（
合
計
で
十
九
記
さ
れ
て
ゐ

る
）
を
持
つ
。
つ
ま
り
「
な
る
」
は
「
成
」
一
字
で
は
表
す
こ
と
は

出
來
ず
、
そ
の
爲
該
當
す
る
漢
字
が
複
數
あ
り
、
意
味
も
極
め
て
多

樣
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味
の
大
別
の
仕
方
は
、

後
述
の
宣
長
に
よ
る
定
義
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
い
ふ
興
味
深
い
事
實

に
も
氣
付
く
（
（（
（

。
江
戶
期
の
國
學
者
に
よ
る
『
古
事
記
』
の
用
語
解
說

が
、
今
現
在
の
辭
典
に
も
引
き
繼
が
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

尙
、
四
つ
目
に
大
別
さ
れ
た
尊
敬
の
意
味
を
持
つ
「
補
助
動
詞
」

は
、
單
獨
の
動
詞
と
し
て
使
は
れ
な
い
爲
に
他
と
比
べ
て
異
質
で
あ

る
が
、
本
來
の
動
詞
「
な
る
」
と
は
必
ず
し
も
切
り
離
し
て
考
へ
る

べ
き
で
は
な
い
。「
お
～
に
な
る
」「
ご
～
に
な
る
」
で
尊
敬
を
表
す

所
以
は
、「「
な
る
」
と
い
う
自
然
展
開
的
行
為
に
対
す
る
日
本
人
の

価
値
意
識
か
ら
き
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
を
さ
し
は
さ
む
余
地
が
無

い
で
あ
ろ
う
（
（（
（

」
と
捉
へ
、
密
接
な
關
係
を
指
摘
す
る
說
も
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
な
る
」
卽
ち
「
日
本
人
の
価
値
」
と
直
接

結
び
つ
け
て
ゐ
る
點
に
注
意
を
要
す
る
。

　

次
に
、「
な
る
」
が
文
化
論
と
關
は
つ
て
來
る
記
述
の
例
を
示
し

た
い
。私

は
日
本
語
に
お
け
る
「
な
る
」
の
使
用
度
の
多
さ
は
、
日
本

の
季
節
の
変
化
、
気
象
の
変
化
が
農
耕
文
化
で
あ
る
日
本
人
の

生
活
環
境
に
種
々
の
影
響
を
与
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
日
本
人
の

心
に
、
変
化
を
敏
感
に
捕
ら
え
る
感
情
を
育
成
さ
せ
た
結
果
で

は
な
い
か
と
推
量
す
る
（
（（
（

。

　

こ
の
や
う
に
、
日
本
人
の
「
な
る
」
の
多
樣
性
を
環
境
の
豐
さ
に

起
因
す
る
と
い
ふ
見
方
が
あ
る
一
方
、
消
極
的
に
捉
へ
る
見
方
も
あ

る
。
そ
れ
は
、「
な
る
」
の
變
形
で
あ
る
「
～
と
な
り
ま
す
」
の
文
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型
に
注
目
し
、「
こ
の
た
び
左
記
住
所
へ
と
引
っ
越
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
」
と
い
ふ
例
文
を
取
り
上
げ
、
そ
の
解
釋
と
し
て
以
下
の
通

り
分
析
し
て
ゐ
る
。

積
極
的
な
己
を
押
し
通
す
態
度
で
は
な
く
、
他
者
や
周
囲
の
状

況
、
つ
ま
り
世
の
中
を
、
自
分
と
は
無
関
係
に
進
捗
し
て
い
く

自
然
の
成
り
行
き
と
見
て
、
己
を
た
だ
そ
れ
を
受
け
止
め
て
い

く
極
め
て
消
極
的
な
受
け
手
に
す
ぎ
な
い
と
理
解
す
る
。
己
の

意
志
の
及
ば
ぬ
外
の
世
界
を
、〝
自
然
の
成
り
行
き
〟
と
し
て

見
守
り
、
己
を
委
ね
る
姿
勢
で
あ
る
（
（（
（

。

　

左
の
引
用
の
や
う
に
、「
私
達
、
六
月
ニ
結
婚
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ

マ
シ
タ
」
と
い
ふ
例
文
を
基
に
、
英
文
表
現
と
の
比
較
を
通
し
て
以

下
の
や
う
に
分
析
し
た
も
の
も
あ
る
。

（
前
略
）「
ナ
ル
」
の
方
は
当
事
者
を
越
え
た
姿
な
き
存
在
に
よ

る
配
慮
と
で
も
い
っ
た
も
の
が
当
事
者
（
た
と
え
存
在
し
て
い
て

も
そ
の
）
意
図
を
す
っ
ぽ
り
包
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
動
か

し
難
い
必
然
と
い
う
意
味
合
い
す
ら
暗
示
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

日
本
語
「
な
る
」
よ
り
「
ナ
ル
の
論
理
」
と
い
ふ
も
の
を
導
き
出

し
、
そ
れ
と
進
化
論
と
の
關
係
を
絡
め
た
以
下
の
言
說
も
あ
る
。

論
理
と
し
て
み
た
場
合
、
ナ
ル
と
い
う
の
は
、
自
然
必
然
と
し

て
、
人
為
の
介
入
す
る
余
地
の
な
い
も
の
の
よ
う
に
説
か
れ
が

ち
で
、
自
然
成
長
の
意
味
に
解
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
う
い

う
理
解
の
う
え
に
立
っ
て
、
明
治
以
来
、
社
会
進
化
の
論
理
が

ひ
ろ
く
受
け
い
れ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

進
化
論
に
は
生
存
闘
争
・
適
者
生
存
の
論
理
が
あ
り
、
こ
の
点

が
ナ
ル
の
論
理
と
は
違
う
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ナ

ル
と
い
う
用
例
を
み
て
い
く
と
、
じ
つ
は
そ
こ
に
偶
然
も
作
為

も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
進
化
論
と
親
和
し
や
す
か
っ

た
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
か
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
後
に
共
存
論
を
志
向
す

る
高
山
岩
男
や
今
西
錦
司
が
現
れ
た
こ
と
に
も
觸
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。

日
本
語
「
な
る
」
は
、
日
本
獨
自
の
思
想
へ
と
直
結
す
る
可
能
性
が

示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
も
の
で
は
、
最
初
の
も
の
は
外
界
と
の
關
係

に
觸
れ
て
ゐ
て
趣
向
が
異
な
つ
て
見
え
る
が
、
全
て
「
な
る
」
が
日

本
人
の
思
考
方
法
と
密
接
に
關
は
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
は
、
惡
く
言
へ
ば
主
體
性
を
缺
い
た
受
動
的
・
消
極
的
態
度
で

あ
り
、
良
く
言
へ
ば
人
間
以
上
に
力
を
持
つ
も
の
を
素
直
に
認
め
、

そ
れ
に
謙
虛
に
從
ふ
態
度
で
あ
る
。
又
、
全
て
が
他
國
（
特
に
、
歐

米
）
と
違
ふ
日
本
の
特
徴
と
い
ふ
文
脈
で
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
點
も
極

め
て
重
要
と
思
は
れ
る
。

三
　『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
成
」

　
「
成
」
の
字
は
、「
眞
福
寺
本
」
に
お
い
て
も
、
他
の
寫
本
に
お
い

て
も
、
正
字
で
は
な
く
現
代
と
同
じ
字
體
が
使
は
れ
て
ゐ
る
。『
古
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事
記
』
に
お
け
る
こ
の
「
成
」
は
、
果
た
し
て
現
代
と
同
じ
く
「
ナ

ル
」
と
訓
む
の
か
。

　
『
類
聚
名
義
抄
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
訓
は
「
ナ
ル
・
ナ
ス
・
ソ
ナ

フ
・
タ
ヒ
ラ
グ
・
タ
ヒ
ラ
カ
ニ
・
タ
ヒ
ラ
ム
・
ヤ
ス
シ
・
タ
ヾ
・
シ

ゲ
シ
・
ナ
ダ
ム
・
ス
・
シ
ル
シ
（
（（
（

」
と
多
岐
に
渡
る
も
の
の
、「
ナ
ル
」

の
訓
が
最
初
に
書
か
れ
て
ゐ
る
。

　

次
に
、『
古
事
記
』
冒
頭
部
の
「
於
高
天
原
成
神
名
」
の
「
成
」

の
異
訓
に
着
目
し
た
い
。「（
ナ
）
リ
シ
」
と
す
る
の
は
道
果
本
・
道

祥
本
・
春
瑜
本
、「
ナ
リ
イ
ツ
ル
」
は
寛
永
本
、「
ナ
ル
」
は
延
佳
本
、

「
ナ
リ
マ
セ
ル
」
は
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』、「
ナ
リ
マ
シ
キ
」
は

『
校
訂
古
事
記
』
と
な
つ
て
ゐ
る
（
（（
（

。
多
く
の
註
釋
書
（
（（
（

に
お
い
て
も
、

以
上
の
訓
も
し
く
は
「
ナ
レ
ル
」
の
範
圍
に
收
ま
る
形
と
な
つ
て
ゐ

る
。
こ
こ
か
ら
は
、「
成
」
は
本
來
多
く
の
訓
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の

の
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
全
て
「
ナ
ル
」
を
基
本
と
し
て
、
そ

れ
の
活
用
か
助
動
詞
等
が
接
續
し
た
形
と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
分
か

る
。
か
う
し
た
『
古
事
記
』
の
「
成
」
の
異
訓
（
對
象
は
宣
長
以
前
の

寫
本
）
に
着
目
し
、『
日
本
書
紀
』
か
ら
の
影
響
關
係
を
指
摘
し
た

先
行
硏
究
も
存
在
す
る
（
（（
（

。

　

次
に
、『
古
事
記
』
の
註
釋
書
に
お
け
る
「
成
」
の
解
釋
を
見
て

行
き
た
い
。
以
下
に
、
特
徴
的
と
思
は
れ
る
も
の
を
羅
列
す
る
。

『
古
事
記
傳
』�

…
那
流
と
云
フ
言
に
三
ッ
の
別ワ
キ

あ
り
、
一
ッ
に

は
、
無ナ

カ

り
し
物
の
生ナ

り
出
る
を
云
フ
、【
人
の
產ウ
マ

生ル
ヽ

を
云
も
是
な
り
、】
神
の
成ナ
リ

坐マ
ス

と
云
は
其
意
な

り
、
二
ッ
に
は
、
此
物
の
か
は
り
て
彼
ノ
物
に
變ナ

化ル

を
云
フ
、
豐
玉
比
賣
命
產
ミ
コ
ウ
ミ

坐
ス
時
ニ
化ナ
リ

二

八ヤ

尋ヒ
ロ

和ワ

邇ニ
ヽ

一

た
ま
ひ
し
類
な
り
、
三
ツ
に
は
、
作ナ
ス

事コ
ト

の

成ナ
リ

終ヲ
ハ

る
を
云
フ
、
國ク
ニ

難ナ
リ

成ガ
タ
ケ
ムと
あ
る
、
成
の
類
な

り
（
（（
（

。

『
古
事
記
評
釋
』
…
「
生
じ
る
」
意
味
（
（（
（

。

『
古
事
記
新
講
』�

…
生
ず
る
義
。
ナ
ル
（
成
）
ア
ラ
ハ
ル
（
現
）

ア
ラ
タ
（
新
）
等
と
共
に
、
同
じ
語
根
か
ら
分

出
し
た
語
で
あ
る
か
ら
、
此
等
に
は
共
通
の
意

義
が
あ
る
（
（（
（

。

『
古
事
記
講
義
』�

…
こ
の
「
ナ
ル
」
に
は
今
少
し
深
い
意
味
が

あ
る
。
そ
れ
は
日
本
語
で
云
ひ
あ
ら
は
す
の
に

困
難
で
あ
る
か
ら
漢
語
を
以
て
言
へ
ば
「
內
在

せ
る
力
」
に
依
つ
て
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
た

と
へ
て
云
ふ
に
「
內
在
の
力
」
に
依
つ
て
草
木

の
實
が
な
る
と
云
ふ
樣
な
こ
と
で
あ
る
。
內
在

の
力
が
な
い
と
し
て
も
、
た
と
へ
ば
「
コ
ッ

プ
」
を
つ
く
る
に
も
う
ま
く
「
ナ
ル
」
の
で
あ
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る
。
人
間
が
作
つ
た
結
果
「
ナ
ル
」
の
で
あ
る
。

コ
ッ
プ
は
自
然
に
な
る
わ
け
は
な
い
。
そ
れ
自

身
に
內
部
の
力
が
な
い
と
す
れ
ば
、
他
よ
り
力

を
與
へ
て
ゐ
る
。
精
神
の
力
、
生
活
の
力
を
基

礎
に
し
て
展
開
す
る
。（
中
略
。「
ナ
リ
マ
セ
ル
」

は
）
無
よ
り
生
じ
た
「
ナ
ル
」
で
は
な
い
。
天

之
御
中
主
神
、
高
御
產
巢
日
神
、
神
產
巢
日
神

の
内
在
の
力
の
發
動
で
あ
る
。
こ
の
神
樣
は
あ

ら
ゆ
る
實
力
の
根
元
の
神
で
あ
る
（
（（
（

。

『
古
事
記
大
成
』�

…
出
現
し
た
（
（（
（

。（
以
下
に
、
宣
長
の
三
つ
の
定
義

を
擧
げ
る
）

『
古
事
記　

祝
詞
』�

…
『
古
事
記
』
に
頻
出
す
る
重
要
語
で
、

根
源
の
生
命
か
ら
生
な
り
出
ず
る
、
生
成
発

展
す
る
意
（
（（
（

。

『
古
事
記
注
釈
』�

…
神
代
の
物
語
で
、
使
わ
れ
る
頻
度
が
多
い

だ
け
で
な
く
、
き
わ
め
て
重
要
な
語
彙
の
一
つ

で
あ
る
。（
中
略
。
こ
こ
で
は
宣
長
の
三
つ
の
定
義

を
解
説
し
、
一
の
「
無
り
し
物
の
生
り
出
る
」
が
妥

当
で
あ
る
と
述
べ
、〈
無
か
ら
の
創
造
〉
や
キ
リ
ス

ト
教
に
觸
れ
つ
つ
）
神
話
に
お
け
る
創
造
は
つ

ね
に
混
沌
は
空
虚
な
空
間
で
は
な
く
、
ま
た
絶

対
的
始
ま
り
で
も
な
く
、
い
わ
く
い
い
が
た
い

こ
の
世
の
出
発
点
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
混
沌

か
ら
生
ず
る
の
が
「
成
る
」
で
あ
る
。
だ
か
ら

草
木
に
実
が
結
ぶ
の
も
、
人
間
が
生
れ
る
の
も

「
成
る
」
に
あ
た
る
わ
け
で
、
神
々
も
あ
っ
た

の
で
は
な
く
成
っ
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

以
上
の
引
用
か
ら
は
、「
ナ
ル
」
を
最
も
嚴
密
に
定
義
し
て
ゐ
る

の
は
宣
長
で
あ
り
、
そ
の
後
世
へ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
窺
ふ
こ
と

が
で
き
る
。『
古
事
記
講
義
』『
古
事
記
大
成
』『
古
事
記
注
釈
』
に

お
い
て
は
引
用
部
分
の
前
で
宣
長
の
三
つ
定
義
を
擧
げ
て
ゐ
る
。
尙
、

『
古
事
記
講
義
』
で
は
、
宣
長
の
定
義
に
對
し
て
「
大
體
に
於
て
賛

成
出
來
る
が
な
ほ
私
に
は
物
足
ら
ぬ
（
（（
（

」
と
い
ふ
不
滿
か
ら
論
を
展
開

し
て
ゐ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
ナ
ル
」
を
『
全
集
』
で
は
「『
古
事
記
』
に
頻

出
す
る
重
要
語
」
と
し
て
、『
注
釈
』
に
お
い
て
は
「
神
代
の
物
語
」

に
お
い
て
「
き
わ
め
て
重
要
な
語
彙
の
一
つ
」
と
明
確
に
規
定
し
て

ゐ
る
點
は
注
意
を
要
す
る
。

　

以
上
の
引
用
は
、
基
本
的
に
「
ナ
ル
」
を
現
象
レ
ベ
ル
で
捉
へ
て

ゐ
る
が
、『
講
義
』
と
『
注
釈
』
は
、
そ
の
「
ナ
ル
」
と
い
ふ
現
象

の
背
後
を
探
ら
う
と
い
ふ
志
向
が
見
ら
れ
る
。『
全
集
』
も
「
ナ
ル
」
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の
根
源
に
言
及
し
て
ゐ
る
が
、
記
述
が
餘
り
に
簡
潔
で
あ
り
、
結
局

「
根
源
の
生
命
」
に
つ
い
て
窺
ふ
術
が
な
い
。
對
し
て
、『
講
義
』
で

は
「
ナ
ル
」
の
形
而
上
學
的
把
握
を
試
み
て
ゐ
る
。
こ
こ
で
は
明
瞭

と
は
言
へ
な
い
が
、
事
物
の
自
律
性
を
認
め
つ
つ
、
事
物
が
遍
く
神

（
造
化
三
神
）
と
關
は
る
と
い
ふ
神
學
が
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
。『
注
釈
』

で
は
「
い
わ
く
い
い
が
た
い
こ
の
世
の
出
発
点
」
で
あ
る
「
混
沌
」

の
論
理
的
解
明
を
志
向
せ
ず
、
そ
れ
を
「
混
沌
」
の
ま
ま
と
す
る
こ

と
で
「
成
る
」
を
捉
へ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
點
、「
成
る
」
を
基
點
に

神
と
人
と
の
關
係
を
示
唆
し
て
ゐ
る
點
に
も
特
色
が
見
ら
れ
よ
う
。

　

一
方
、
註
釋
書
以
外
で
『
古
事
記
』
の
「
成
」
に
着
目
し
た
先
行

硏
究
を
見
て
み
た
い
。
大
西
昇
の
「
古
代
日
本
の
「
ナ
ル　

カ
ミ
（
（（
（

」」

で
は
、『
日
本
書
紀
』
を
も
對
象
と
し
、
文
字
・
訓
の
分
析
、
特
定

の
一
節
に
表
れ
る
「
ツ
ク
ル
」
や
「
ナ
ル
」
と
い
ふ
語
の
關
係
（
順

序
）
等
の
考
察
を
行
つ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
兩
語
の
補
完
關
係
に
つ

い
て
は
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
大
國
主
が
國
を
「
作
ら
む
」
と
言

つ
た
後
に
「
國
成
り
難
け
む
」
と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
等
を
例
に
取
り
、

以
下
の
や
う
に
言
つ
て
ゐ
る
。

ナ
ル
と
ツ
ク
ル
は
当
然
区
別
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
臨
時
の
主
語
の
よ
う
な
形
態
を
取
っ
て
の
ツ
ク
ル

か
ら
ナ
ル
へ
の
移
行
は
、
人
間
の
ツ
ク
ル
と
い
う
意
志
的
行
為

が
最
後
ま
で
遂
行
さ
れ
る
、
と
は
《
意
識
さ
れ
て
い
な
い
場
合

が
あ
る
》
こ
と
を
、
示
唆
し
て
い
る
と
同
時
に
、
字
と
そ
の
訓

み
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ツ
ク
ル
は
ナ
ル
を
必
要
と
し
て
い
る

こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
、
ツ
ク
ル
に
「
ツ
ク

ル
の
支
配
圏
外
」
が
《
始
め
か
ら
》
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ツ
ク
ル
と
い
う
意
志
は
完
了
せ
ず
、
い
わ
ば
そ
の
支
配
圏
外
を

ナ
ル
が
分
担
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
ツ
ク
ル
は
ナ
ル
と
共

に
働
く
（
（（
（

。

　

更
に
筆
者
は
、
こ
の
ナ
ル
（
ハ
タ
ラ
キ
）
を
強
く
意
識
し
て
表
現

し
た
も
の
が
「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
と
い
ふ
も
の
で
あ
り
、「
ツ
ク
ル
（
人

間
の
意
志
と
行
為
）
は
、
原
理
的
に
は
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
ナ
ル
ハ
タ
ラ
キ

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
（（
（

」
と
し
て
ゐ
る
。
筆
者
は
こ
の

「
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
」
の
定
義
を
追
究
す
る
が
、
古
代
日
本
語
ナ
ル
を
可

能
に
す
る
條
件
と
し
て
、
以
下
の
や
う
に
述
べ
る
。

カ
ミ
、
世
界
、
人
間
（
社
会
）、
そ
れ
ら
と
相
互
に
交
涉
し
て

い
る
自
分
自
身
を
も
、〈
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
ナ
ル
も
の
〉
と
し
て
捉

え
た
「
根
源
的
直
観
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
仮
設
す
る
こ

と
に
な
る
（
（（
（

。

　

當
論
文
の
特
徴
は
、
一
定
の
文
章
內
に
お
い
て
表
れ
る
「
ナ
ル
」

と
他
の
語
と
の
關
係
や
順
序
を
考
察
す
る
と
い
ふ
、「
ナ
ル
」
の
把

握
の
爲
の
獨
自
の
方
法
論
に
あ
ら
う
。
そ
し
て
、「
ナ
ル
」
の
根
柢

に
あ
る
古
代
人
の
世
界
觀
・
神
觀
・
人
間
觀
に
蹈
み
込
ん
で
ゐ
る
點

に
も
そ
れ
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

他
の
論
文
と
し
て
、
渡
辺
喜
勝
の
「
上
代
日
本
人
の
神
観
念

―
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「
成
坐
神
」・「
生
坐
神
」
に
よ
せ
て
（
（（
（

―
」
も
重
要
だ
と
考
へ
る
。

筆
者
は
、
神
々
の
生
成
過
程
は
造
化
三
神
→
別
天
神
→
神
世
七
代
→

國
土
神
（
前
の
三
者
は
「
成
坐
神
」、
後
は
「
生
坐
神
」）
と
な
る
が
、

「
観
念
的
」「
抽
象
的
」
神
觀
念
は
後
に
附
加
さ
れ
た
と
す
る
附
加
説

を
肯
定
的
に
捉
へ
、
上
代
人
の
認
識
構
造
は
そ
れ
と
逆
行
す
る
も
の

だ
つ
た
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
實
際
の
神
の
出
現
順
は
國
土
神
→

神
世
七
代
→
別
天
神
→
造
化
三
神
と
す
る
。

　

先
づ
、
生
坐
神
と
い
ふ
「
現
実
の
信
仰
態
」
が
あ
り
、
成
坐
神
は

さ
う
し
た
「
神
の
原
質
と
し
て
、
あ
る
い
は
神
の
基
体
と
し
て
、
生

坐
神
を
神
た
ら
し
め
る
も
の
と
し
て
思
惟
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
（（
（

」

と
す
る
。
要
す
る
に
、
認
識
の
觀
點
か
ら
は
逆
行
す
る
神
の
出
現
の

順
序
で
あ
る
が
、「
存
在
論
（
因
果
論
）
的
に
は
」『
古
事
記
』
の
通

り
の
出
現
順
序
と
な
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
成
坐
神
は
生

坐
神
の
祖
形
で
あ
る
に
も
關
は
ら
ず
、
實
際
の
神
話
の
主
役
の
殆
ど

は
生
坐
神
で
あ
る
こ
と
を
も
注
意
し
て
ゐ
る
。

　

ま
た
、
丸
山
眞
男
の
「
歴
史
意
識
の
「
古
層
」」
で
は
、
日
本
の

歷
史
意
識
を
構
成
す
る
基
底
範
疇
と
し
て
、「
つ
ぎ
」「
い
き
ほ
ひ
」

と
竝
ん
で
「
な
る
」
を
取
り
上
げ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
「
な
る
」
に
關

し
て
、「
つ
く
る
」「
う
む
」「
な
る
」
の
「
三
者
を
線
上
に
位
置
づ

け
れ
ば
、「
つ
く
る
」
と
「
な
る
」
が
両
極
を
構
成
し
、「
う
む
」
は

そ
の
中
間
に
浮
動
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
、「
つ
く
る
」
の
典
型

を
「
ユ
ダ
ヤ
＝
ク
リ
ス
ト
教
系
列
の
世
界
創
造
神
話
」、「
こ
れ
と

ち
ょ
う
ど
対
蹠
的
に
日
本
神
話
で
は
「
な
る
」
発
想
の
磁
力
が
強
く
、

「
う
む
」
を
「
な
り
ゆ
く
」
過
程
に
ひ
き
こ
む
傾
向
が
あ
る
（
（（
（

」
と
捉

へ
る
。

　

以
上
、『
古
事
記
』
に
於
け
る
（「
成
」
の
字
の
み
で
限
定
さ
れ
な
い
）

「
な
る
」
の
解
釋
を
見
る
だ
け
で
も
、
極
め
て
多
樣
な
視
點
で
論
じ

ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
分
か
る
。
冒
頭
部
の
「
成
」
の
定
義
か
ら
、

「
ナ
ル
」
と
「
ツ
ク
ル
」
は
補
完
關
係
に
あ
る
と
い
ふ
も
の
、
神
々

が
「
な
る
」
順
序
と
人
々
の
神
々
に
對
す
る
認
識
の
順
序
が
逆
で
あ

る
と
い
ふ
も
の
、「
つ
く
る
」「
う
む
」「
な
る
」
は
密
接
な
關
係
が

あ
り
、
そ
の
こ
と
を
基
に
他
國
の
神
話
と
日
本
神
話
を
比
較
し
た
も

の
ま
で
、「
な
る
」
を
基
軸
と
す
る
こ
と
で
樣
々
な
方
向
に
、
壯
大

な
ま
で
に
論
が
展
開
し
得
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

ゆ
ゑ
に
「
な
る
」
に
定
義
を
下
す
こ
と
の
難
し
さ
も
明
ら
か
と
な
つ

て
來
た
。

四
　
今
泉
定
助
の
「
成
る
」
の
立
場

　

本
章
で
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
「「
成
る
」
の
立
場
」
は
、
昭
和

十
六
年
十
二
月
と
い
ふ
、
日
本
史
上
の
極
め
て
重
要
な
時
期
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
な
る
」
を
「
成
」
の
字
で
限

定
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
古
典
學
者
で
あ
つ
た
今
泉
が
、「
な
る
」

が
多
く
の
漢
字
の
訓
で
も
あ
る
こ
と
蹈
ま
へ
て
ゐ
な
い
譯
で
は
な
い
。

『
古
事
記
』
の
み
な
ら
ず
、『
日
本
書
紀
』、「
大
祓
詞
」
に
お
け
る
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「
鳴
る
」「
生
る
」「
化
る
」「
爲
る
」
の
語
を
取
り
上
げ
、
以
下
の
や

う
に
述
べ
て
ゐ
る
。

（
前
略
）
之
を
漢
字
の
意
味
か
ら
推
測
し
て
「
ナ
ル
」
の
境
地

を
誤
つ
て
は
な
ら
ぬ
。「
成
る
」
に
は
表
か
ら
見
れ
ば
生
産
、

変
化
、
鳴
動
、
成
熟
、
成
就
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
が
考
へ
ら
れ

る
が
、
そ
れ
の
み
に
よ
つ
て
「
成
る
」
の
境
地
を
解
き
得
た
と

思
つ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
繰
返
し
述
べ
た
通
り
で
あ
る
（
（（
（

。

　

確
か
に
『
類
聚
名
義
抄
』
に
よ
れ
ば
、「
成
」「
鳴
」「
生
」「
化
」

「
爲
」
は
全
て
、「
ナ
ル
」
の
訓
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
（（
（

。
そ
れ
を
蹈

ま
へ
た
上
で
、
漢
字
に
囚
は
れ
ず
に
そ
の
眞
義
を
把
握
す
る
べ
き
と

說
い
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
に
今
泉
の
捉
へ
た
「
成
る
」
は
、
以
下
の

丸
山
の
「「
な
る
」
の
原
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
ふ
考
へ
に
通
じ
る
も
の

が
あ
ら
う
。

生
・
成
・
変
・
化
・
為
・
産
・
実
な
ど
が
い
ず
れ
も
昔
か
ら

「
な
る
」
と
訓
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
意
味
を
全
て
包
含
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
た
ん
に
日
本
語
の
未
分
化
と
か
、

漢
字
の
本
来
の
意
味
へ
の
無
関
心
と
い
う
だ
け
で
は
片
附
け
ら

れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
意
味
す
べ
て
を
包
括
す
る
「
な
る
」
の
原

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
（（
（

。

　

そ
れ
で
は
、「
成
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
へ
て
行
き
た
い
。

そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は
、「
在
る
」
と
い
ふ
概
念
で
あ
る
。
こ
れ

は
、「
成
る
」
と
同
樣
に
「「
在
る
」
の
立
場
」
と
い
ふ
使
は
れ
方
も

し
て
を
り
、「
成
る
」
と
對
立
的
に
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
。
重
複
す
る

點
は
あ
る
も
の
の
、
先
づ
は
こ
れ
ら
の
比
較
を
纏
め
て
み
た
い
。

「
成
る
」
の
立
場

「
在
る
」
の
立
場

① 

思
想
の
底

日
本
思
想
の
根
底

外
國
思
想
の
基
底

② 

神

吾
等
は
天
之
御
中
主
神
の
分
派

で
あ
り
、
一
體

宇
宙
の
外
か
ら
宇
宙
萬
有
を
造

る

③ 

認
識

客
體
と
一
體
に
な
る

主
觀
的
立
場
か
ら
客
觀
的
對
象

を
觀
る

④ 

學
問

學
問
の
根
柢
た
る
べ
き
も
の

主
客
分
離
し
得
る
從
來
の
科
學

⑤ 

我

眞
の
我
が
在
り
、
我
を
知
る
こ

と
が
出
來
る

我
自
身
を
も
客
觀
的
に
あ
る
も

の
と
し
て
對
象
化

⑥ 

合
理
性

「
在
る
」
の
立
場
か
ら
は
非
合

理
的
に
見
え
る

科
學
的
と
さ
れ
る
が
ゆ
ゑ
に
合

理
的

⑦ 

行

行
を
通
し
て
の
み
達
し
得
る

行
の
外
か
ら
行
を
說
か
ん
と
す

る

⑧ 

行
態
と
知
態

真
の
「
知
る
」
境
地
で
あ
り
、

行
態
知
態
の
合
一

知
態
の
み
を
眞
と
す
る

⑨ 

現
實
と
理
想

現
實
と
理
想
は
常
に
一
體
の
調

和
に
あ
る

現
實
の
外
に
調
和
を
求
め
る

⑩ 

可
能
と
必
然

可
能
と
必
然
は
調
和
し
て
ゐ

る
。
絶
望
を
知
ら
ず

可
能
と
必
然
は
不
調
和
。
絶
望

又
は
死
に
導
く

⑪ 

時
間
空
間

天
之
御
中
主
神
の
發
顯
か
ら
時

間
空
間
も
生
ま
れ
る
こ
と
を
知

る

時
間
空
間
の
概
念
を
先
に
も
つ

て
く
る

⑫ 
主
觀
客
觀

客
觀
の
對
象
を
主
觀
の
靈
と
し

て
包
容
し
、
主
客
一
體
に
成
る

―
行
態
知
態
の
合
一

主
觀
が
そ
の
外
に
客
觀
を
支
配

す
る

⑬ 

別
の
呼
稱

「
知
る
」「
知
ら
す
」

「
う
し
は
く
」
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⑭ 
造
る

「
造
る
」
こ
と
に
お
い
て
は
遲

れ
た

次
第
に
大
き
な
文
化
を
造
り
上

げ
る
に
至
つ
て
ゐ
る

⑮ 

生
命

生
命
を
「
生
む
」
學
問
の
樹
立

に
向
か
つ
て
ゐ
る

生
命
を
生
む
こ
と
の
出
來
ぬ
立

場
に
立
つ
て
ゐ
る

　

①
で
日
本
思
想
の
「
根
底
」
と
外
國
思
想
の
「
基
底
」
と
言
葉
に

相
違
が
生
じ
た
の
は
、「「
成
る
」
の
立
場
」
に
於
け
る
今
泉
の
原
文

を
尊
重
し
た
爲
で
あ
る
。
日
本
思
想
と
外
國
思
想
は
對
立
的
に
論
じ

ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
兩
者
の
意
味
上
の
相
違
は
無
い
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。

　

②
で
は
、
神
と
人
と
の
關
係
が
語
ら
れ
る
。
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て

ゐ
る
の
は
、
今
泉
が
對
歐
米
思
想
の
意
識
が
強
い
こ
と
も
あ
り
、

神
道
と
キ
リ
ス
ト
敎
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
一
體
」
は
「
成
る
」
に

と
つ
て
、「
造
る
」
は
「
在
る
」
に
と
つ
て
の
類
義
語
で
あ
る
こ
と

は
、
後
の
比
較
を
見
る
こ
と
で
明
確
に
な
る
。

　

尙
、「
成
る
」
と
天
之
御
中
主
神
は
非
常
に
重
要
な
關
係
が
あ
る
。

中
心
即
全
体
の
天
之
御
中
主
神
は
「
成
る
」
の
起
点
で
あ
り
、

万
有
は
天
之
御
中
主
神
の
分
派
と
し
て
高
御
魂
と
発
顕
し
、
神

魂
と
還
元
し
て
常
に
秩
序
整
然
た
る
調
和
的
生
成
の
宇
宙
を
顕

現
し
て
ゐ
る
。

　
「
成
る
」
は
こ
の
神
よ
り
始
ま
る
の
で
あ
り
、
我
々
の
み
で
な
く

萬
有
が
天
之
御
中
主
神
と
關
は
る
の
で
あ
り
、
萬
有
は
造
化
三
神
と

も
ま
た
關
は
る
の
で
あ
る
。

　

④
で
は
、
②
の
西
洋
の
神
と
被
造
物
と
の
關
係
が
「
造
る
も
の
と

造
ら
れ
る
も
の
と
対
立
（
（（
（

」
す
る
や
う
に
、「
学
問
に
於
て
も
研
究
す

る
も
の
と
研
究
さ
れ
る
も
の
と
対
立
す
る
に
到
つ
て
ゐ
る
」
も
の
を

「
在
る
」
の
立
場
に
あ
る
「
從
來
の
科
學
」
と
す
る
。
ど
ち
ら
も
、

「
對
立
」
と
い
ふ
概
念
が
「
在
る
」
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る
。

　

一
方
で
、「
成
る
」
の
學
問
は
「
根
柢
た
る
べ
き
」
と
可
能
性
を

述
べ
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
確
立
さ
れ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
は
言
つ
て
ゐ

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
至
る
道
は
、
以
下
の
や
う
に
示
さ
れ
て
ゐ

る
。

学
問
の
根
柢
た
る
べ
き
「
成
る
」
は
理
論
的
説
明
に
よ
つ
て
は

到
達
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
行
を
通
し
て
の
み
達
し
得
る
、
境

地
た
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
境
地
を
得
ず
ん
ば
真
理
を
求
む
る

学
問
と
し
て
全
き
を
得
ぬ
こ
と
を
悟
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

今
泉
の
說
く
「
成
る
」
に
は
、「
行
」
と
い
ふ
要
素
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
ゐ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、葦
津
は
こ
の
「
行
」

こ
そ
、
今
泉
の
特
徴
だ
と
す
る
。

先
生
は
、
明
治
時
代
か
ら
、
神
道
古
典
の
祭
事
に
つ
い
て
の
す

ぐ
れ
た
「
研
究
者
」
と
し
て
の
道
を
進
ま
れ
た
。
し
か
し
古
典

神
道
の
研
究
者
が
、
必
ず
し
も
神
道
精
神
の
指
導
者
た
り
え
な

い
こ
と
を
痛
感
し
て
、
禊
祓
の
修
行
に
熱
意
を
そ
そ
ぎ
、
古
典

研
究
の
学
者
の
立
場
と
、
神
道
の
信
仰
的
指
導
学
者
の
立
場
と

を
「
統
合
」
す
る
こ
と
を
志
と
し
て
、
生
命
あ
る
最
後
の
一
日
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ま
で
健
闘
さ
れ
た
。

こ
こ
に
、
神
道
学
史
の
上
で
の
今
泉
先
生
の
銘
記
す
べ
き
特
徴

が
あ
る
、
と
い
ふ
の
が
私
の
感
想
で
あ
る
（
（（
（

。

　

こ
こ
で
い
ふ
「
古
典
研
究
の
学
者
の
立
場
」
は
、
嘗
て
の
今
泉
の

立
場
で
も
あ
つ
た
も
の
の
、「
在
る
の
立
場
」
と
同
樣
に
批
判
の
對

象
で
あ
る
。
こ
れ
は
歐
米
の
學
問
で
は
な
い
も
の
の
、「
從
來
の
科

學
」
と
同
樣
に
、「
主
客
分
離
」
卽
ち
硏
究
者
と
硏
究
對
象
の
分
離

を
招
い
て
ゐ
る
爲
で
あ
ら
う
。「
在
る
」
の
立
場
の
行
き
着
く
所
は
、

「
分
離
」「
分
裂
」
で
あ
る
。
對
し
て
、「
成
る
」
の
立
場
は
「
一
體
」

を
志
向
す
る
。
今
泉
が
「
古
典
研
究
の
学
者
の
立
場
」
と
「
神
道
の

信
仰
的
指
導
学
者
の
立
場
」
の
「
統
合
」
を
目
指
し
た
の
も
、
そ
の

「
成
る
」
の
立
場
ゆ
ゑ
の
必
然
と
言
へ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
硏
究
」
と
「
信
仰
」
を
「
統
合
」
さ
せ
る
べ
き

「
行
」
と
は
、
具
體
的
に
何
な
の
か
。

「
成
る
」
の
立
場
は
先
づ
身
を
清
め
る
所
か
ら
始
ま
る
。
総
て

を
天
照
大
御
神
に
捧
げ
ま
つ
つ
て
、
全
く
そ
の
包
容
の
中
に
知

情
意
の
澄
み
き
つ
た
禊
、
祓
、
鎮
魂
の
境
地
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。「
成
る
」
の
境
地
は
斯
様
な
人
の
み
が
語
り
得
る
所
で

あ
る
。

　
「
行
」
が
「
禊
、
祓
、
鎮
魂
」
と
關
は
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
三
つ
は
、
ど
の
や
う
な
關
係
に
あ
る
の

か
。

行
事
と
し
て
の
祓
は
、
禊
と
不
二
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
一
般

に
は
、
祓
は
幣
の
行
事
、
禊
は
水
の
行
事
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、

祓
も
禊
も
同
一
の
精
神
、
同
一
の
趣
旨
に
帰
着
す
る
も
の
で
あ

る
。
故
に
、
祓
禊
、
或
は
禊
祓
と
続
け
て
言
ふ
の
が
常
で
あ
る
。

而
し
て
共
に
鎮
魂
に
至
る
道
で
あ
つ
て
、
祓
、
禊
、
鎮
魂
は
、

古
神
道
の
実
質
実
体
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
禊
祓
は
古

神
道
の
入
口
で
あ
る
と
共
に
、
又
そ
の
全
部
で
あ
る
と
言
つ
て

も
差
支
へ
は
な
い
。

日
本
精
神
の
最
も
重
大
な
要
素
は
、
此
の
禊
祓
で
あ
る
の
で
あ

る
。
而
し
て
又
此
れ
程
国
民
行
事
と
し
て
普
遍
的
な
も
の
は
な

い
（
（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
今
泉
の
い
ふ
「
古
神
道
」
の
語
の
解
明
に
は
立
ち
入

ら
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
禊
と
祓
が
表
裏
一
體
に
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
ら
が
鎮
魂
に
歸
着
す
る
と
い
ふ
關
係
に
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
禊
祓
と
日
本
精
神
と
の
關
係
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
禊
と
祓
の
內

容
に
つ
い
て
、
僅
か
な
が
ら
觸
れ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
鎭
魂
の
內
容
に

つ
い
て
は
觸
れ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
鎭
魂
と
は
一
體
何
を

意
味
す
る
の
か
。

鎮
魂
は
、
宇
宙
万
有
生
成
発
展
の
原
理
に
徹
し
、
之
を
体
験
、

体
得
、
体
現
す
る
行
事
で
あ
つ
て
鎮
魂
の
祭
神
は
、
宇
宙
万
有

生
成
発
展
の
原
由
た
る
神
々
で
あ
る
（
（（
（

。

　

抽
象
的
で
あ
り
、
具
體
的
な
鎭
魂
の
方
法
論
に
は
觸
れ
ら
れ
て
は
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ゐ
な
い
も
の
の
、
そ
の
目
指
す
所
は
見
え
て
き
た
。
因
み
に
、
こ
の

文
の
出
典
は
「
八
神
殿
論
」
と
い
ふ
。
そ
の
趣
旨
は
、
八
神
殿
奉
齋

の
實
現
で
あ
る
。
八
神
（
（（
（

は
、
鎭
魂
と
密
接
な
關
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。

八
神
殿
の
神
々
は
、
天
皇
の
方
よ
り
ご
覧
に
な
れ
ば
、
鎮
魂
神

で
あ
り
、
天
皇
の
御
守
護
神
で
あ
る
が
、
臣
民
の
方
よ
り
之
を

拝
す
れ
ば
、
天
皇
の
大
御
身
で
あ
ら
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
。
故

に
、
臣
民
が
八
神
殿
を
奉
斎
す
る
こ
と
は
、
天
皇
の
大
御
身
奉

斎
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

八
神
は
、
天
皇
と
國
民
そ
れ
ぞ
れ
の
視
點
か
ら
見
る
と
相
違
す
る

面
を
持
つ
て
ゐ
る
。
天
皇
の
視
點
か
ら
は
鎭
魂
神
で
あ
り
、
國
民
の

視
點
か
ら
は
天
皇
自
身
で
あ
る
と
い
ふ
。
飽
く
ま
で
も
、
天
皇
の
立

場
に
お
い
て
の
み
八
神
は
鎭
魂
神
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
は
、
鎭

魂
の
主
體
は
天
皇
で
あ
る
こ
と
が
窺
へ
る
。
そ
の
こ
と
を
最
も
端
的

に
表
す
言
葉
と
し
て
、
八
神
は
「
天
皇
の
御
境
地
が
進
ん
で
行
く
有

樣
を
、
神
樣
の
御
名
で
表
し
て
言
つ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
（
（（
（

」
を
擧
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
『
國
體
講
話
』
に
お
い
て
、

「
鎭
魂
」
の
用
語
自
體
、
天
皇
と
の
關
係
で
使
は
れ
る
こ
と
が
多
い
。

鎭
魂
が
天
皇
と
密
接
な
關
係
に
あ
る
行
事
で
あ
り
、
鎭
魂
の
主
體
が

天
皇
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
が
確
實
に
さ
う
で
あ
り
、
鎭
魂
は
國
民
と
全
く
無
關
係
の
も
の
と

斷
定
す
る
の
は
、
早
計
で
あ
る
。
同
文
獻
に
は
、
鎭
魂
と
禪
を
比
較

し
、「
鎭
魂
の
方
は
誰
で
も
入
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
（
（（
（

」
と
も
言
つ
て

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

論
點
を
八
神
殿
の
奉
斎
に
戾
し
た
い
。
今
泉
は
そ
れ
に
つ
い
て
、

以
下
の
や
う
に
述
べ
る
。

斯
く
て
我
が
祭
祀
は
、
八
神
殿
の
奉
斎
に
至
つ
て
、
天
皇
に
絶

対
帰
一
す
る
と
同
時
に
、
宇
宙
万
有
の
根
本
原
理
に
到
達
し
、

一
切
の
正
当
な
る
思
想
、
学
術
、
政
治
、
経
済
、
倫
理
道
徳
等

の
淵
源
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
実
に
我
が
神
祇
祭
祀
の
真
髄

で
あ
る
（
（（
（

。

　

八
神
殿
の
奉
齋
に
よ
つ
て
實
現
さ
れ
る
べ
き
こ
と
（
宇
宙
万
有
の

根
本
原
理
に
到
達
）
と
、
前
に
引
用
し
た
鎭
魂
に
よ
つ
て
實
現
さ
れ

る
べ
き
こ
と
（
宇
宙
萬
有
生
成
発
展
の
原
理
に
徹
し
、
之
を
体
験
、
体
得
、

体
現
す
る
）
は
、
重
な
つ
て
來
る
こ
と
が
分
か
る
。　

　

以
上
が
、「
成
る
」
に
到
達
す
べ
き
今
泉
の
「
行
」
の
概
觀
で
あ

る
。
今
泉
に
と
つ
て
の
「
行
」
の
眞
意
を
知
る
爲
に
は
、
川
面
凡
兒

と
の
關
係
や
そ
の
思
想
の
檢
證
も
必
須
と
は
思
は
れ
る
が
、
本
稿
で

は
「
成
る
」
の
解
明
を
目
的
と
し
て
を
り
、
そ
こ
に
は
立
ち
入
ら
な

い
こ
と
と
す
る
。

　

か
う
し
た
「
行
」
も
、
表
の
⑦
の
通
り
、
た
だ
外
か
ら
見
る
だ
け

で
は
「
成
る
」
の
立
場
に
は
至
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

至
る
爲
に
は
、
禊
、
祓
、
國
民
の
立
場
か
ら
は
八
神
殿
の
奉
齋
（
も

し
く
は
天
皇
へ
の
歸
一
）
と
い
ふ
「
行
」
を
現
在
進
行
形
で
行
つ
て
ゐ

る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
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⑧
で
は
、「
知
」
と
「
行
」
の
關
係
を
表
し
て
ゐ
る
。
單
な
る

「
知
」
は
科
學
の
立
場
で
あ
り
、
卽
ち
「
在
る
」
の
立
場
で
あ
る
。

し
か
し
、「
知
」
は
「
行
」
と
合
一
す
る
こ
と
で
、
眞
の
「
知
」
と

な
り
、「
成
る
」
の
立
場
に
至
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　

今
泉
は
、「
知
る
」
を
主
題
と
し
た
論
文
を
も
書
い
て
ゐ
る
。

「「
成
る
」
の
立
場
」
の
四
ヶ
月
後
に
書
か
れ
た
「「
知
る
」
の
学
問
」

で
あ
る
（
（（
（

。
こ
れ
は
、「
皇
道
論
叢
補
遺
」
の
第
二
編
「
皇
道
と
哲
学
」

に
お
い
て
、「「
成
る
」
の
立
場
」
の
次
に
收
錄
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か

ら
、
兩
者
が
密
接
に
關
係
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
の
は
歷
然
と
し

て
ゐ
る
。
こ
こ
で
は
、
以
下
の
や
う
に
語
ら
れ
る
。

支
那
の
文
字
や
西
洋
流
の
翻
訳
論
か
ら
、
知
と
行
と
を
分
け
て

考
へ
、「
あ
る
」
を
知
に
当
嵌
め
、「
な
る
」
を
行
に
当
嵌
め
て

考
へ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。「
あ
る
」
は
「
な
る
」
の
一
段
階

を
限
定
す
る
に
過
ぎ
ず
、「
成
る
」
の
体
験
、「
知
る
」
の
体
得
、

「
行
ふ
」
の
体
現
の
三
位
一
体
の
境
地
の
発
顕
の
み
が
学
問
的

真
実
を
語
り
得
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
（
（（
（

。

　
「
知
」
と
「
行
」
を
截
然
と
分
け
る
こ
と
へ
の
危
險
性
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ら
の
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
「
成
る
」
を
も
交
へ
た
親
和
性

を
見
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

更
に
、「
行
ふ
」
を
主
題
と
し
た
論
文
「「
行
ふ
」
自
己
」
も
ま
た

「
皇
道
と
哲
学
」
の
三
番
目
に
收
錄
さ
れ
て
ゐ
る
點
も
看
過
で
き
な

い
（
（（
（

。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
行
ふ
」
は
、
前
述
の
禊
、
祓
、
鎭
魂
の

「
行
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
知
る
」
と
同
樣
に
學
問
的
立
場
と
し
て

述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

自
己
が
対
象
と
な
り
、
対
象
が
自
己
と
な
る
こ
と
に
よ
つ
て
一

の
天
之
御
中
主
神
の
産
霊
が
顕
現
す
る
の
で
あ
り
、
之
が
修
理

固
成
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宇
宙
の
中
に
於
て
「
行
ふ
」
自
己

の
立
場
に
於
け
る
科
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
（（
（

。

　

當
論
文
に
お
い
て
は
、「
行
ふ
」
は
天
之
御
中
主
神
と
の
關
係
で

多
く
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
。
表
の
②
で
も
觸
れ
た
や
う
に
、
我
々
は

元
々
天
之
御
中
主
神
と
一
體
で
あ
る
と
い
ふ
今
泉
の
基
本
認
識
と
繫

が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、「
天
之
御
中
主
神
が
自
己

に
成
る
の
で
あ
り
、
自
己
は
天
之
御
中
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
（
（（
（

」
と

自
己
と
天
之
御
中
主
之
神
と
の
關
係
を
、「
成
る
」
を
交
へ
て
語
つ

て
ゐ
る
。

　

表
の
⑩
は
、
一
見
す
る
と
分
か
り
難
い
が
、
具
體
例
を
示
す
と
理

解
し
易
い
。
日
本
人
と
は
何
か
と
い
ふ
こ
と
を
探
求
す
る
よ
り
も
、

日
本
人
に
成
つ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
述

べ
た
後
、
可
能
と
必
然
の
調
和
を
以
下
の
や
う
に
說
く
。

日
本
人
が
日
本
人
に
成
る
と
は
、
日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
た
必

然
と
、
日
本
人
と
し
て
の
本
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
る
と

云
ふ
可
能
と
の
一
致
、
即
ち
成
る
が
上
に
成
ら
し
め
る
こ
と
で

あ
り
、
神
な
が
ら
の
道
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　

我
々
が
「
成
る
」
具
體
的
對
象
と
し
て
、「
日
本
人
」
が
擧
げ
ら
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れ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
、「「
成
る
」
の
立
場
」
で
「
成
る
」
對
象
と
し

て
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、「
君
民
一
体
」「
一
億
一
心
」「
八
紘
一

宇
」「
祓
戸
大
神
」「
天
之
御
中
主
神
」
で
あ
る
（「
天
之
御
中
主
神
」

と
は
、「
一
体
に
成
り
」
と
あ
る
）。「
日
本
人
に
成
る
」
こ
と
は
、
そ

の
方
法
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
番
具
體
的
な
對
象
と
し
て
捉
へ
易

い
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
「
日
本
人
に
成
る
」
こ
と
を
敢
へ
て
主

張
す
る
背
景
は
、
今
泉
の
考
へ
る
日
本
人
に
成
つ
て
ゐ
な
い
日
本
人

が
多
い
こ
と
に
對
す
る
警
告
と
考
へ
ら
れ
る
。

　

⑫
は
、『
古
事
記
』
で
使
は
れ
て
ゐ
る
用
語
で
あ
る
。
こ
の
兩
語

の
關
係
を
一
言
で
表
す
と
、「
自
分
の
外
に
「
あ
る
」
の
が
「
う
し

は
く
」
で
、
自
分
の
内
に
「
な
る
」
の
が
「
知
る
」
で
あ
る
（
（（
（

」
と
い

ふ
。
今
泉
の
か
う
し
た
解
釋
に
影
響
を
與
へ
た
人
物
が
特
定
で
き
る

箇
所
が
あ
る
（
（（
（

。
そ
こ
で
は
、
本
居
宣
長
と
井
上
毅
の
名
が
あ
り
、
後

者
の
場
合
は
著
作
名
に
も
觸
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
、
後
者
の
該

當
箇
所
を
引
用
し
た
い
。

「
知
る
」
…�

心
に
て
物
を
知
る
の
意
に
し
て
中
の
心
と
外
の
物

と
の
關
係
を
あ
ら
は
し
さ
て
中
の
心
は
外
の
物
に

臨
み
て
鏡
の
物
を
照
す
こ
と
く
知
り
明
む
る
意
な

り
西
洋
人
の
論
理
法
に
從
ひ
て
解
釋
す
る
と
き
は

主
觀
樣
に
無
形
の
高
尙
な
る
性
靈
心
識
の
働
き
を

あ
ら
は
し
た
る
も
の

「
う
し
は
く
」
…�

奄
有
、
占
領
と
も
い
ふ
。
專
ら
客
觀
樣
に
有

形
の
物
質
上
の
關
係
を
あ
ら
は
し
た
る
も
の

な
り（（（
（

　

こ
れ
ら
は
、
表
③
と
照
ら
し
合
は
せ
る
と
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と

が
分
か
る
。
認
識
に
お
い
て
、
井
上
の
「
知
る
」
で
は
「
主
觀
樣
」

の
語
は
用
ゐ
な
が
ら
も
、
心
と
物
と
の
關
係
で
は
主
觀
と
客
觀
の
一

體
化
を
志
向
し
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。「
う
し
は
く
」
で
は
、
單

に
對
象
と
し
て
見
て
ゐ
る
。

　

次
に
、「
知
ら
す
」「
う
し
は
く
」
を
交
へ
た
井
上
の
統
治
論
を
見

て
み
た
い
。

支
那
歐
羅
巴
に
て
は
一
人
の
豪
傑
あ
り
て
起
り
多
く
の
土
地
を

占
領
し
一
の
政
府
を
立
て
ゝ
支
配
し
た
る
政
府
の
結
果
と
い
ふ

を
以
て
國
家
の
釋
義
と
な
る
へ
き
も
御
國
の
天
日
嗣
の
大
御
業

の
源
は
皇
祖
の
御
心
の
鏡
も
て
天
か
下
の
民
草
を
し
ろ
し
め
す

と
い
ふ
意
義
よ
り
成
立
た
る
も
の
な
り（（（
（

　

今
泉
の
統
治
論
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
ウ
シ
ハ
ク
」
…�

權
力
に
よ
る
支
配
で
、
支
那
、
歐
米
諸
國
の

政
治
、
所
謂
王
道
覇
道
政
治
は
皆
「
ウ
シ
ハ

ク
」
政
治
で
あ
り
ま
す
。

天
皇
の
「
シ
ロ
シ
メ
ス
」
政
治
…�

全
然
世
界
各
國
に
類
例
の
な

い
、
慈
愛
の
極
、「
天
下
億



342明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 52 号〕平成 27 年 11 月

兆
一
人
も
其
の
處
を
得
ざ
る

時
は
、
皆
朕
が
罪
な
れ
ば
、」

と
仰
せ
給
ふ
大
御
心
の
現
は

れ
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り

ま
す
（
（（
（

。

　

井
上
と
今
泉
の
論
は
、
大
意
は
同
樣
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
知
ら
す
」「
う
し
は
く
」
の
語
を
通
し
て
、「
成
る
」
及
び
「
在

る
」
の
立
場
は
國
家
の
統
治
論
に
及
び
、
そ
し
て
前
者
は
天
皇
を
戴

く
日
本
、
後
者
は
そ
れ
以
外
の
國
を
指
し
て
ゐ
る
（
（（
（

。
そ
れ
は
、
日
本

の
優
越
性
へ
と
行
き
着
く
。

　

表
の
⑭
⑮
の
「
造
る
」「
生
む
」
の
語
に
も
注
目
し
た
い
。
こ
の

「
生
む
」
に
關
し
て
は
、「
皇
道
と
哲
学
」
の
四
番
目
の
論
文
「「
生

む
」
の
垂
示
（
（（
（

」
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。「
皇
道
と
哲
学
」
に

お
い
て
は
、
順
に
「「
成
る
」
の
立
場
」（
一
九
四
一
年
十
二
月
）、

「「
知
る
」
の
学
問
」（
一
九
四
二
年
四
月
）、「「
行
ふ
」
自
己
」（
同
年

六
月
）「「
生
む
」
の
垂
示
」（
一
九
四
三
年
六
月
）
と
、
短
期
間
の
內

に
書
か
れ
た
、
深
い
關
係
に
あ
る
動
詞
を
テ
ー
マ
と
し
た
論
文
が
意

識
的
に
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

そ
れ
ら
の
語
は
、
ど
の
や
う
に
定
義
さ
れ
て
ゐ
る
の
か
。

「
造
る
」
…�

主
体
者
が
自
己
の
外
に
素
材
を
対
象
と
し
て
持
ち
、

之
に
働
き
か
け
て
新
し
い
形
を
与
へ
る
場
合

	�


主
体
者
が
素
材
を
持
た
な
い
場
合
に
も
、
新
に
出

来
る
も
の
が
主
体
者
と
同
じ
主
観
客
観
を
も
つ
た

も
の
と
し
て
現
は
れ
ず
、
単
に
主
体
者
の
創
造
の

客
体
に
止
ま
る
場
合

「
生
む
」
…�

主
体
が
主
体
の
内
容
そ
の
ま
ゝ
を
客
体
に
分
泌
し
、

客
体
が
主
体
と
同
じ
主
体
性
を
も
つ
に
至
る
場
合

を
云
ひ
、
親
が
子
を
生
む
場
合
の
や
う
に
親
の
外

に
素
材
が
な
く
、
親
の
中
か
ら
出
て
来
る
の
を
云

ふ
（
（（
（

　

か
う
し
た
解
釋
に
基
づ
き
、「
我
が
古
典
は
斯
様
な
「
成
る
」「
生

む
」
の
生
成
思
想
で
一
貫
せ
ら
れ
て
を
り
、「
在
る
」「
造
る
」
と
い

ふ
こ
と
を
背
景
と
す
る
外
国
の
存
在
思
想
的
文
化
観
は
ど
こ
に
も
見

ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
（
（（
（

」
と
四
つ
の
概
念
を
明
確
に
二
分
し
よ
う
と
試
み

て
ゐ
る
。
そ
の
一
方
、
か
う
し
た
分
類
が
不
明
確
に
な
る
や
う
な
以

下
の
言
葉
も
、
續
け
て
述
べ
て
ゐ
る
。

（
前
略
）
日
本
語
で
は
「
造
る
」
と
云
ふ
の
も
、
上
に
述
べ
た

客
体
の
制
作
の
意
と
は
異
な
る
主
体
の
修
理
固
成
の
意
で
あ
つ

て
神
か
ら
見
れ
ば
御
自
身
の
外
に
「
作
る
」
で
は
な
く
、
御
自

身
の
内
を
「
修
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
矢
張
り
霊
魂
の
分
泌
に

外
な
ら
ず
、「
造
る
」
は
「
生
む
」
と
反
対
の
言
葉
で
は
な
く

「
生
む
」
の
一
形
態
を
顕
は
す
言
葉
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、「
作
る
」
と
「
造
る
」
を
使
ひ
分
け
、
前
者
を
「
在
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る
」
の
立
場
、
後
者
を
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、「
成
る
」
の
立
場

に
關
は
る
も
の
と
見
て
ゐ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
前
に
引
用
し

た
、
丸
山
眞
男
の
「
つ
く
る
」「
う
む
」「
な
る
」
の
三
者
を
線
上
に

位
置
づ
け
、「
う
む
」
を
兩
者
の
中
間
に
浮
動
す
る
も
の
と
見
る
考

へ
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。「
う
む
」
は
浮
動
し
て
ゐ
る
ゆ
ゑ
に
、

「
つ
く
る
」
と
限
り
無
く
近
接
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
今
泉
に
よ
る
「
成
る
」
の
言
靈
的
解
釋
も
見
て
お
き
た

い
。
今
泉
の
著
作
に
お
い
て
、
か
う
し
た
解
釋
は
屢
な
さ
れ
て
ゐ
る

も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
ナ
」
は
「
風
が
凪
ぐ
の

「
ナ
」
で
解
る
様
に
和
ら
ぐ
意
味
で
あ
り
、
結
局
調
和
の
境
地
を
顕

は
す
言
霊
」
で
あ
り
、「
ル
」
は
「
集
ま
る
と
か
、
来
る
と
か
、
取

る
と
か
い
ふ
場
合
の
「
ル
」
で
吸
収
集
結
す
る
境
地
を
顕
は
し
て
ゐ

る
。
生
魂
が
足
魂
と
な
り
、
玉
留
魂
と
な
つ
て
直
霊
が
開
展
す
る
境

地
を
顕
は
し
て
を
る
」
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、「
自
分
の
本
性
が

可
能
的
に
し
て
然
も
必
然
的
な
る
生
成
に
向
つ
て
養
分
を
吸
収
し
成

長
純
熟
し
て
生
成
発
展
し
て
を
る
の
が
「
成
る
」
と
云
ふ
こ
と
に
顕

は
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
い
ふ
。

　

こ
こ
の
「
生
魂
・
足
魂
・
玉
留
魂
」
の
そ
れ
ぞ
れ
と
、
そ
れ
ら
と

「
直
霊
」
と
の
關
係
は
、「
根
本
霊
魂
た
る
生
魂
が
互
い
に
相
寄
り
相

集
ま
つ
て
集
合
を
成
す
の
が
足
魂
で
あ
る
。
更
に
足
魂
が
統
一
一
体

に
な
る
の
が
玉
詰
魂
で
あ
る
。
生
魂
は
万
有
に
普
遍
の
も
の
で
あ
る

が
、
足
魂
は
差
別
を
顕
は
し
、
玉
詰
魂
は
万
有
個
々
の
本
性
た
る
直

霊
を
顕
は
す
（
（（
（

」
と
い
ふ
今
泉
の
靈
魂
觀
か
ら
よ
く
窺
ふ
こ
と
が
出
來

る
。

　

つ
ま
り
、
言
靈
的
解
釋
に
お
い
て
も
、「
ナ
ル
」
は
「
成
る
」
の

立
場
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
成
る
」
は
、
主
語
が
「
自
分
の
本

性
」
の
場
合
で
も
成
立
す
る
こ
と
も
分
か
る
。
そ
し
て
、
今
泉
の
靈

魂
觀
は
、
そ
れ
自
體
が
「
成
る
」
を
表
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

尙
、「
成
る
」
に
關
聯
し
、「
異
な
る
」
も
ま
た
「
成
る
」
と
密
接

な
關
係
が
あ
る
こ
と
に
も
觸
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
や
う
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

「
異
な
る
」
と
云
ふ
こ
と
を
支
那
の
文
字
や
西
洋
の
学
問
に
把

は
れ
て
「
あ
る
」
の
立
場
か
ら
考
へ
る
と
、
必
ず
二
以
上
の
存

在
物
の
対
立
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
解
け
な
い
の
で
あ
る
が
、

日
本
語
の
「
こ
と
な
る
」
は
始
め
か
ら
対
立
の
な
い
一
の
も
の

の
凝
り
止
り
成
る
（
事
成
る
）
と
云
ふ
「
一
体
に
成
る
の
立
場
」

か
ら
生
れ
た
言
霊
で
、
存
在
の
対
立
で
な
く
一
体
の
生
成
を
顕

し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
宇
宙
万
有
を
顕
は
す
八
百
万
神
達
は

総
て
一
の
天
之
御
中
主
神
か
ら
「
事
成
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、

「
異
る
」
自
体
が
対
立
で
無
く
、
一
体
を
顕
は
し
て
ゐ
る
わ
け

で
あ
る
（
（（
（

。

　

日
常
で
使
は
れ
る
語
の
イ
メ
ー
ジ
に
全
く
相
反
す
る
解
釋
が
、

「
言
靈
」
の
觀
點
か
ら
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
「
生
成
」
を
顕
は

す
が
ゆ
ゑ
に
「
成
る
」
の
立
場
な
の
で
あ
り
、
そ
の
究
極
的
根
據
が
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「
天
之
御
中
主
神
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

五
　
を
は
り
に

　

以
上
、
今
泉
の
「
成
る
」
を
中
心
に
、
漢
字
「
成
」、
日
本
語

「
な
る
」、『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
成
」
と
そ
の
解
釋
を
見
て
き
た
。

先
づ
は
、
中
心
と
な
る
今
泉
の
「
な
る
」
を
簡
單
に
纏
め
て
み
た
い
。

　

今
泉
の
「
成
る
」
の
立
場
は
、
死
の
三
年
程
前
の
圓
熟
し
た
時
期

に
書
か
れ
た
も
の
で
も
あ
り
、
弟
子
に
よ
つ
て
「
皇
道
と
哲
学
」
と

い
ふ
範
疇
に
纏
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、「
成
る
」
を
徹
底
的
に
掘

り
下
げ
て
ゐ
る
。
そ
の
有
樣
は
、
前
の
表
の
「
在
る
」
と
の
比
較
の

項
目
の
多
さ
か
ら
も
、
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
抽
象
的
な
印
象
も

ま
た
强
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

　
「
成
る
」
は
、
具
體
的
に
何
に
「
成
る
」
の
か
。
何
が
「
成
る
」

の
か
。「
成
る
」
對
象
は
「
日
本
人
」「
君
民
一
体
」「
一
億
一
心
」

「
八
紘
一
宇
」「
祓
戸
大
神
」「
天
之
御
中
主
神
」
で
あ
つ
た
り
、「
成

る
」
の
主
語
は
「
自
分
の
本
性
」
で
あ
つ
た
り
と
、
一
應
は
少
な
い

な
が
ら
も
具
體
例
に
觸
れ
ら
れ
て
は
ゐ
る
。
し
か
し
、
今
泉
と
し
て

は
さ
う
し
た
具
體
例
に
觸
れ
る
よ
り
も
、「
成
る
」
の
立
場
を
示
す

こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
ゐ
た
こ
と
が
窺
へ
る
。
そ
れ
は
、
今
泉
の

學
問
的
立
場
で
あ
る
。
外
國
思
想
（
特
に
、
歐
米
思
想
）
に
對
す
る
日

本
思
想
の
根
柢
で
あ
り
、
究
極
的
に
は
天
之
御
中
主
神
に
も
直
結
す

る
立
場
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
泉
神
學
・
思
想
の
根
本
的
立
場
で

あ
る
。「
成
る
」
と
い
ふ
『
古
事
記
』
に
表
れ
た
一
語
の
解
釋
を
通

し
て
、
今
泉
の
根
本
的
立
場
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
成
る
」
の
立
場
は
、「
在
る
」
の
立
場
と
共
に
、
認
識
論
的
に
論

じ
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
實
踐
論
を
缺
い
て
ゐ
る
譯

で
は
な
い
。「
行
」
若
し
く
は
「
行
ふ
」
と
い
ふ
要
素
に
よ
り
、
單

な
る
認
識
の
呈
示
に
留
ま
ら
ず
、
實
踐
へ
の
道
が
開
か
れ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
こ
の
點
に
こ
そ
、「
成
る
」
の
立
場
の
「
成
る
」
の
立
場
た

る
所
以
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
部
外
者
と
し
て
對
象
を
外
か
ら
眺
め
る

だ
け
で
な
く
、「
行
」「
行
ふ
」
と
い
ふ
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
と
の

一
體
を
志
向
す
る
こ
と
が
再
三
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

か
う
し
た
今
泉
の
「
成
る
」
は
、
漢
字
「
成
」
と
如
何
な
る
關
係

が
あ
る
の
か
。
な
ぜ
「
な
る
」
の
訓
を
持
つ
他
の
漢
字
で
は
な
ら
な

か
つ
た
の
か
。
又
、
平
仮
名
で
「
な
る
」
で
は
な
ら
な
か
つ
た
の
か
。

今
泉
自
身
、「「
成
る
」
の
立
場
」
で
「
成
」
の
字
の
成
り
立
ち
を
語

つ
て
ゐ
る
譯
で
は
な
い
。
そ
れ
に
、
多
く
の
辭
典
に
共
通
す
る
「
何

か
を
成
し
遂
げ
る
」
と
い
ふ
意
味
に
直
結
す
る
と
は
考
へ
難
い
。
今

泉
の
「
成
る
」
は
、
個
人
が
主
體
的
に
行
爲
を
「
成
す
」
と
い
ふ
の

と
は
ま
る
で
意
味
合
ひ
が
違
ふ
。
そ
も
そ
も
、
辭
典
ご
と
の
個
々
の

解
釋
の
い
づ
れ
が
今
泉
の
「
成
る
」
に
該
當
す
る
と
い
ふ
性
質
の
も

の
で
も
な
い
。「
成
」
の
辭
典
的
解
釋
と
今
泉
の
「
成
る
」
の
共
通

點
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
現
狀
で
は
そ
の
多
義
性
と
い
ふ
ぐ
ら

ゐ
し
か
解
答
し
得
な
い
。
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次
は
、
日
本
語
「
な
る
」
と
の
關
聯
を
見
て
行
き
た
い
。
日
本
人

の
「
な
る
」
の
多
用
は
、
日
本
人
が
「
な
る
」
こ
と
へ
の
價
値
意
識

を
持
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
今
泉
の
價
値
意
識
と
共
通
す
る
も

の
で
あ
ら
う
。
今
泉
は
「
成
る
」
に
價
値
意
識
を
持
つ
て
ゐ
た
か
ら

こ
そ
、
そ
れ
を
思
想
の
根
柢
に
据
ゑ
た
と
考
へ
る
の
が
自
然
だ
か
ら

で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
語
「
な
る
」
が
、
自
己
の
主
體
的
な
行
爲
と
す
る
よ

り
も
、
自
然
や
必
然
と
い
つ
た
人
間
を
超
え
た
も
の
に
よ
る
作
用
を

自
己
が
受
け
入
れ
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
關
し
て
、

今
泉
の
「
成
る
」
も
大
筋
で
は
一
致
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
自

己
を
强
調
す
る
こ
と
は
、
主
客
分
離
を
促
す
。
そ
れ
は
、
今
泉
の
い

ふ
「
在
る
」
の
立
場
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。「
成
る
」
の
立
場
で
は

主
客
の
「
一
體
」「
調
和
」
を
追
求
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
完
全
に
主
體
性
の
缺
如
を
意
味
す
る
の
で

は
な
い
。「
行
」「
行
ふ
」「
知
る
」「
生
む
」
と
い
つ
た
行
爲
は
、
主

體
性
に
基
づ
く
行
爲
だ
か
ら
で
あ
る
。
主
體
性
へ
の
執
着
を
超
え
よ

う
と
志
向
す
る
が
、
主
體
性
を
全
否
定
せ
ず
に
、
そ
の
意
義
を
認
め

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
成
」
と
の
關
聯
を
見
て
行
き
た

い
。

　

そ
も
そ
も
、「「
成
る
」
の
立
場
」
は
、『
古
事
記
』
冒
頭
部
の

「
成
」
の
解
明
を
出
發
點
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
、

『
古
事
記
』
に
表
れ
る
「
知
ら
す
」「
う
し
は
く
」
の
語
も
、「
成
る
」

を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
ほ
ど
、『
古
事
記
』

と
「「
成
る
」
の
立
場
」
は
餘
り
に
密
接
な
も
の
で
あ
る
。
今
泉
に

と
つ
て
の
『
古
事
記
』
は
、「
古
事
記
が
古
典
の
中
に
て
有
す
る
最

上
至
上
の
権
威
（
（（
（

」
と
い
ふ
表
現
が
あ
る
ほ
ど
絶
對
の
も
の
で
あ
り
、

「
成
る
」
が
そ
れ
に
根
據
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ

る
。

　

今
泉
は
、
宣
長
の
や
う
に
嚴
密
に
「
成
る
」
を
定
義
し
て
ゐ
る
譯

で
は
な
い
。
寧
ろ
、『
古
事
記
』
の
「
成
」
を
手
掛
か
り
に
、
そ
れ

の
該
當
範
圍
を
ど
ん
ど
ん
擴
大
し
て
行
く
手
法
を
取
つ
て
ゐ
る
や
う

に
見
え
る
。
そ
ん
な
中
で
、
今
泉
の
「
成
る
」
と
通
じ
得
る
古
事
記

解
釋
は
、
山
田
孝
雄
の
『
古
事
記
講
義
』
で
あ
ら
う
。
山
田
は
、

「
ナ
ル
」
を
「
內
在
せ
る
力
」
の
展
開
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
天
之
御

中
主
神
、
高
御
產
巢
日
神
、
神
產
巢
日
神
の
内
在
の
力
の
發
動
」
と

捉
へ
る
。
今
泉
は
、「
成
る
」
は
「
生
成
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
產

靈
」
に
通
じ
る
と
捉
へ
、「
產
靈
」
を
重
視
す
る
。
又
、
山
田
は
他

の
場
所
で
、「
日
本
の
思
想
の
根
柢
は
、
生
む
と
い
ふ
こ
と
（
（（
（

」
と
も

發
言
し
て
を
り
、「
成
る
」
に
關
聯
す
る
も
の
と
し
て
「
生
む
」
を

も
重
視
す
る
今
泉
と
は
、
充
分
に
比
較
す
る
餘
地
が
あ
ら
う
。

　

大
西
の
「
ナ
ル
」
と
「
ツ
ク
ル
」
の
關
係
は
、
今
泉
の
や
う
に
抽

象
化
さ
れ
た
思
想
の
話
で
は
な
く
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
實
際
の

用
例
に
基
づ
く
硏
究
と
い
ふ
こ
と
で
、
性
質
が
大
き
く
異
な
る
。
し
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か
し
、
用
例
の
上
で
も
兩
語
に
補
完
關
係
が
見
出
さ
れ
、
今
泉
の
場

合
は
「
成
る
」
と
深
い
關
係
を
有
す
る
「
生
む
」
と
「
造
る
」
の
關

係
で
あ
る
が
、
兩
者
を
通
じ
る
も
の
と
捉
へ
た
。
か
う
し
た
共
通
點

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
硏
究
方
法
の
相
違
ゆ
ゑ
に
、
意
義
が
あ
る
も
の
と

考
へ
ら
れ
よ
う
。

　

渡
辺
の
、「
成
る
」
神
の
順
序
と
「
現
実
の
信
仰
態
」
の
順
序
が

逆
行
す
る
と
い
ふ
說
は
、「
成
る
」
と
い
ふ
語
自
體
で
は
な
く
神
が

「
成
る
」
と
い
ふ
現
象
に
の
み
目
を
向
け
て
ゐ
る
が
、
最
初
に
成
つ

た
神
で
あ
る
天
之
御
中
主
神
へ
の
徹
底
し
た
信
仰
を
說
く
今
泉
と
は

眞
逆
で
あ
る
點
で
興
味
深
い
。

　

丸
山
の
說
と
の
關
係
は
、
隨
所
で
引
用
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

以
上
、「
な
る
」
の
語
を
中
心
に
、
今
泉
の
思
想
と
「
な
る
」
と

い
ふ
語
自
體
を
多
角
的
に
眺
め
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
今
泉
の
「
成

る
」
の
深
意
が
僅
か
ば
か
り
見
え
て
來
た
箇
所
も
あ
つ
た
と
思
ふ
。

し
か
し
、
同
時
に
混
亂
と
見
ら
れ
る
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
表
出
し
て

來
た
で
あ
ら
う
。

　

今
囘
、
今
泉
の
「
成
る
」
と
い
ふ
一
語
を
見
る
だ
け
で
も
、
多
樣

な
廣
が
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
つ
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
を
改
め
て

整
理
し
て
行
く
必
要
を
感
じ
る
。
そ
の
こ
と
も
兼
ね
て
、
今
泉
の
著

作
內
に
お
け
る
「
成
」
の
語
の
具
體
的
な
用
例
の
調
査
に
よ
る
統
計
、

同
時
代
の
類
似
思
想
と
の
比
較
等
の
橫
斷
的
硏
究
も
必
要
性
を
感
じ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

註（1
）　

一
期
は
四
年
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
よ
り
晩
年
の
昭
和
一
九

年
（
一
九
四
四
）
ま
で
。
六
期
目
は
、
今
泉
の
死
去
に
よ
り
全
う

で
き
ず
。

（
2
）　

今
泉
の
表
記
に
從
ふ
と
、
以
下
の
文
の
通
り
。

「
天
地
初
発
之
時
、
於
二
高
天
原
一
成
神
名
、
天
之
御
中
主
神
、
次

高
御
産
巣
日
神
、
次
神
産
巣
日
神
、
此
三
柱
神
者
、
並
独
神
成
坐

而
、
隱
身
也
。」

「
我
が
武
の
本
義
」『
今
泉
定
助
先
生
研
究
全
集
』
第
二
巻
、
日
本

大
学
今
泉
研
究
所
、
一
九
六
九
年
、
六
九
二
頁
、
初
出
は
、『
皇

道
發
揚
』
八
三
号
、
皇
道
発
揚
会
、
一
九
四
二
年
七
月

（
3
）　

同
右

（
4
）　

高
橋
昊
「
解
題
」『
全
集
』
第
二
巻
、
三
―
四
頁

（
5
）　
「「
成
る
」
の
立
場
」『
全
集
』
第
二
巻
に
所
收
。
初
出
は
、『
皇
道

發
揚
』
七
六
号
、
皇
道
発
揚
会
、
一
九
四
一
年
一
二
月

（
6
）　

白
川
静
『
字
通
』（
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
）
で
は
、「
戈
」
と

「
丨
」
の
組
み
合
は
せ
と
し
、
會
意
文
字
と
す
る
。

『
大
字
典
（
普
及
版
）』（
上
田
万
年
等
編
、
講
談
社
、
一
九
一
七

年
）
で
は
、「
戊
」
と
「
丁
」
の
組
み
合
は
せ
と
し
、
會
意
形
聲

文
字
と
す
る
。

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
修
訂
版
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八

四
年
）
で
は
、
右
の
『
大
字
典
（
普
及
版
）』
と
同
樣
で
あ
る
。

『
学
研 

漢
和
大
字
典
』（
藤
堂
明
保
編
、
学
習
研
究
社
、
一
九
七

八
年
）
で
は
「
戈
」
と
「
音
符
丁
」
の
組
み
合
は
せ
と
し
、
會
意
兼

形
聲
文
字
と
す
る
。

『
現
代
漢
語
例
解
辞
典
』（
尚
学
図
書
編
、
小
学
館
、
一
九
九
二
年
）
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で
は
「
戉
」
と
「
丁
」
の
組
み
合
は
せ
で
、
形
聲
文
字
と
す
る
。

（
7
）　
『
角
川
大
字
源
』（
尾
崎
雄
二
郎
等
編
、
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
）

で
は
、「
意
符
の
「
戊
」（
弓
な
り
に
曲
が
っ
た
小
刀
）
と
音
符
の

丁
テイ
→
セイ

（
甲
骨
文
は
丨
〈
＝
十
シフ
→
セイ
〉。
か
さ
ね
る
意
＝
鄭
テイ
・

襲
シフ
）
と
か
ら
成
る
」
と
し
、
形
聲
文
字
と
す
る
。

（
8
）　

意
味
の
解
釋
は
同
樣
で
あ
る
が
、
加
藤
常
賢
等
著
『
角
川　

字
源

辞
典
』（
第
二
版
、
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）
で
は
、
音
符
に

關
し
て
、
篆
文
で
は
「
丁
」、
甲
骨
文
で
は
「
丨
（
十し
ゆ
う）」
と
更
に

詳
し
く
書
か
れ
て
ゐ
る
。

（
9
）　
『
康
煕
字
典
』（
上
）
世
一
、
二
〇
〇
二
年
、
三
三
九
―
三
四
〇
頁

（
10
）　
『
説
文
解
字
注 

附
索
引
』
段
玉
裁
注
、
藝
文
印
書
舘
、
一
九
七
九

年
、
七
四
八
頁

（
11
）　
『
全
訳　

漢
辞
海
』（
第
三
版
、
佐
藤
進
・
濱
口
富
士
雄
編
、
三
省

堂
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
。「
丁
」
を
音
と
す
る
點
は
、
そ
の

ま
ま
で
あ
る
。
合
は
せ
て
、
意
味
を
「
で
き
あ
が
る
」
と
捉
へ
る
。

（
12
）　

原
文
は
、『
十
三
經
注
疏　

禮
記
正
義
』（
上
）、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
、
六
八
四
頁
で
確
認
で
き
る
。

（
13
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』、
第
二
版
、
第
十
巻
、
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版 

編
集
委
員
会 

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
、
小
学
館
、
二

〇
〇
一
年

（
14
）　

三
つ
目
の
意
味
の
下
の
①
に
は
、「
物
事
が
で
き
あ
が
る
。
や
っ

て
い
た
こ
と
が
し
あ
が
る
。」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
つ
て
後
述
の

宣
長
の
定
義
と
三
つ
と
も
重
な
る
。

（
15
）　
『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
第
四
巻
、
中
村
幸
彦
他
編
、
角
川
書
店
、

二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
も
、
六
つ
の
意
味
が
示
さ
れ
、
最
初
の

三
つ
は
宣
長
の
定
義
に
一
致
す
る
（
四
つ
目
は
尊
敬
表
現
、
五
つ

目
は
將
棋
用
語
、
六
つ
目
は
博
奕
用
語
で
あ
る
か
ら
、
實
質
四
つ

の
意
味
の
內
三
つ
を
占
め
て
ゐ
る
）。

（
16
）　

荒
木
博
之
『
日
本
語
か
ら
日
本
人
を
考
え
る
』
朝
日
新
聞
社
、
一

九
八
〇
年
、
三
九
頁

（
17
）　

富
田
隆
行
「
初
級
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
そ
の
教
授
法
―
亜
細
亜
大

学
―
」『
日
本
語
教
育
』
四
六
号
、
日
本
語
教
育
学
会
、
一
九
八

二
年
、
二
四
頁

（
18
）　

森
田
良
行
『
日
本
人
の
発
想
、
日
本
語
の
表
現
』
中
央
公
論
社
、

一
九
九
八
年
、
一
五
二
頁

（
19
）　

池
上
嘉
彦
『「
す
る
」
と
「
な
る
」
の
言
語
学
』
大
修
館
書
店
、

一
九
八
一
年
、
一
九
八
頁

（
20
）　

神
島
二
郎
『
日
本
人
の
発
想
』
講
談
社
、
一
九
八
九
年
、
九
五
―

九
六
頁

（
21
）　
『
天　

理

圖
書
館
善
本
叢
書
和
書

之
部
第
三
十
四
巻　

類
聚
名
義
抄
觀
智
院
本
僧
』
天

理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
編
、
天
理
大
学
出
版

部
、
一
九
七
六
年
、
九
六
頁

（
22
）　
『
諸
本
集
成
古
事
記
』（
上
巻
、
小
野
田
光
雄
編
、
勉
誠
社
、
一
九

八
一
年
）
を
參
照

（
23
）　

以
下
に
、
書
名
と
著
者
或
い
は
校
註
者
の
み
を
記
す
。『
古
事
記

傳
』、
次
田
潤
『
古
事
記
新
講
』、
中
島
悦
次
『
古
事
記
評
釋
』、

山
田
孝
雄
『
古
事
記
上
巻
講
義 

一
』、
沢
瀉
久
孝
他
校
註
『
國
民

古
典
全
書
第
一
巻　

古
事
記
・
祝
詞
・
宣
命
』、
倉
野
憲
司
編
『
古

事
記
大
成
』、
倉
野
憲
司
・
武
田
祐
吉
校
註
『
古
事
記　

祝
詞
』

（
日
本
古
典
文
学
大
系
）、
神
田
秀
夫
・
太
田
善
麿
校
註
『
古
事
記
』

（
日
本
古
典
全
書
）、
野
崎
暢
殃
『
古
事
記
全
講
』、
荻
原
浅
男
『
古

事
記　

上
代
歌
謡
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
）、
武
田
祐
吉
訳
註

『
新
訂　

古
事
記
』、
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』、
小
野
田
光

雄
校
注
『
古
事
記
』（
神
道
大
系
）、
西
宮
一
民
校
註
『
古
事
記
』
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（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）、
青
木
和
夫
他
校
註
『
古
事
記
』（
日
本

思
想
大
系
）、
神
野
志
隆
光
・
山
口
佳
紀
『
古
事
記
注
解
』、
山
口

佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
註
・
訳
『
古
事
記
』（
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
）、
西
宮
一
民
編
『
古
事
記　

修
訂
版
』、
西
郷
信
綱
『
古

事
記
注
釈
』、
中
村
啓
信
訳
註
『
新
版　

古
事
記
』

（
24
）　

荻
原
千
鶴
「
古
事
記
冒
頭
「
成
神
名
」
の
古
訓
」『
古
事
記
年
報
』

（
23
）
古
事
記
学
会
編
、
一
九
八
一
年

（
25
）　

本
居
宣
長
『
古
事
記
傳
』（
一
）、
倉
野
憲
司
校
訂
、
岩
波
書
店
、

一
九
四
〇
年
、
一
七
二
頁

（
26
）　

中
島
悦
次
『
古
事
記
評
釋
』
山
海
堂
出
版
部
、
一
九
三
〇
年
、
二

二
頁

（
27
）　

次
田
潤
『
古
事
記
新
講
』
明
治
書
院
、
一
九
六
六
年
、
一
九
頁

（
28
）　

山
田
孝
雄
『
古
事
記
上
巻
講
義 
一
』
古
事
記
研
究
会
、
一
九
四

〇
年
、
三
〇
頁

（
29
）　
『
古
事
記
大
成
』
六
、
倉
野
憲
司
編
、
平
凡
社
、
一
九
五
七
年
、

四
四
頁

（
30
）　

萩
原
浅
男
・
鴻
巣
隼
雄
校
注
・
訳
『
古
事
記　

上
代
歌
謡
』（
日

本
古
典
文
学
全
集
）
小
学
館
、
一
九
七
七
年
、
四
九
頁

（
31
）　

西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
九
七
頁

（
32
）　
『
古
事
記
上
巻
講
義 

一
』
二
九
頁

（
33
）　

大
西
昇
「
古
代
日
本
の
「
ナ
ル　

カ
ミ
」」『
東
京
工
芸
大
学
工
学

部
紀
要. 

人
文
・
社
会
編
』
二
三
号
、
二
〇
〇
〇
年

（
34
）　

同
、
八
一
頁

（
35
）　

同
、
八
二
頁

（
36
）　

同
、
八
三
頁

（
37
）　

渡
辺
喜
勝
「
上
代
日
本
人
の
神
観
念

―
「
成
坐
神
」・「
生
坐
神
」

に
よ
せ
て

―
」『
東
北
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
紀
要
』
十

巻
一
号
、
二
〇
〇
一
年

（
38
）　

同
、
七
四
頁

（
39
）　

以
上
は
、
丸
山
真
男
「
歴
史
意
識
の
「
古
層
」」『
日
本
の
思
想
6　

歴
史
思
想
集
』
丸
山
真
男
編
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
七
頁

（
40
）　
「「
成
る
」
の
立
場
」
前
揭
書
、
六
一
五
頁
。
こ
れ
以
降
、
註
の
無

い
引
用
は
全
て
當
論
文
を
出
典
と
す
る
。

（
41
）　
『
天　

理

圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
三
十
四
巻　

類
聚
名
義
抄
觀
智
院
本
僧
』
前

揭
書
、
及
び
『
天　

理

圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
三
十
二
巻　

類
聚
名
義
抄
觀

智
院
本
佛
』
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
編
、
天

理
大
学
出
版
部
、
一
九
七
六
年

（
42
）　

丸
山
真
男
「
歴
史
意
識
の
「
古
層
」」
前
揭
書
、
七
―
八
頁

（
43
）　
「「
成
る
」
の
立
場
」
前
揭
書
、
六
一
二
頁
。
以
下
、
註
の
無
い
引

用
文
は
こ
れ
を
出
典
と
す
る
。

（
44
）　

葦
津
珍
彦
「
神
道
学
史
上
の
今
泉
定
助
先
生
」『
葦
津
珍
彦
選
集
』

第
三
巻
、
葦
津
珍
彦
選
集
編
集
委
員
会
編
、
神
社
新
報
社
、
一
九

九
四
年
、
七
八
二
―
七
八
三
頁
。
初
出
は
、『
日
本
大
学　

今
泉

研
究
所　

紀
要
』
第
一
集
、
一
九
八
三
年

（
45
）　
「
大
祓
の
根
本
儀
」『
全
集
』
第
二
巻
、
三
六
八
頁
。
初
出
は
、『
皇

道
發
揚
』
二
九
号
、
皇
道
発
揚
会
、
一
九
三
七
年
六
月

（
46
）　
「
八
神
殿
論
」『
全
集
』
第
二
巻
、
一
五
五
頁
。
初
出
は
、『
皇
道

發
揚
』
二
六
号
、
皇
道
発
揚
会
、
一
九
三
六
年
二
月

（
47
）　

今
泉
は
「
八
神
殿
論
」
の
中
で
、
八
神
の
典
據
と
し
て
『
延
喜
式
』

の
「
神
名
帳
」
と
「
祈
年
祭
祝
詞
」
を
擧
げ
て
ゐ
る
。「
神
名
帳
」

の
表
記
に
從
へ
ば
、
八
神
は
以
下
の
通
り
。「
御
巫
の
祭
る
神
」

と
し
て
、「
神
產
日
神
・
高
御
產
日
神
・
玉
積
產
日
神
・
生
產
日

神
・
足
產
日
神
・
大
宮
賣
神
・
御
食
津
神
・
事
代
主
神
」
と
あ
る
。

（
48
）　
「
八
神
殿
論
」
前
揭
書
、
一
六
七
頁



今泉定助の「成る」について（川島）349

（
49
）　

今
泉
定
助
『
國
體
講
話
』
大
日
本
運
動
本
部
、
一
九
三
八
年
、
一

〇
一
頁

（
50
）　

同
、
一
三
六
頁

（
51
）　
「
八
神
殿
論
」
前
揭
書
、
一
六
七
頁

（
52
）　
「「
知
る
」
の
立
場
」『
全
集
』（
第
二
巻
）
に
收
錄
。
初
出
は
、『
皇

道
發
揚
』
八
〇
号
、
皇
道
発
揚
会
、
一
九
四
二
年
四
月

（
53
）　

同
、
六
二
一
頁

（
54
）　
「「
行
ふ
」
の
自
己
」『
全
集
』（
第
二
巻
）
に
收
錄
。
初
出
は
、『
皇

道
發
揚
』
八
二
号
、
皇
道
発
揚
会
、
一
九
四
二
年
六
月

（
55
）　

同
、
六
三
五
頁

（
56
）　

同
、
六
三
四
頁

（
57
）　
「「
知
る
」
の
立
場
」
前
揭
書
、
六
二
三
頁

（
58
）　

今
泉
定
助
『
世
界
皇
化
の
聖
業
』
皇
道
社
、
一
九
四
二
年
、
八
―

九
頁

（
59
）　

以
上
二
件
は
、「
梧
陰
存
稿
」『
井
上
毅
傳
』
資
料
篇
第
三
、
井
上

毅
傳
記
編
纂
委
員
会
編
、
國
學
院
大
學
圖
書
館
、
一
九
六
九
年
、

六
四
四
頁
。
尙
、
該
當
箇
所
の
初
出
は
、『
皇
典
講
究
所
講
演
録
』

第
二
卷
、
一
八
九
〇
年

（
60
）　

同
右

（
61
）　

以
上
二
件
は
、『
世
界
皇
化
の
聖
業
』
前
揭
書
、
一
二
頁

（
62
）　

以
上
の
「
シ
ラ
ス
」「
ウ
シ
ハ
ク
」
の
語
の
解
釋
を
巡
つ
て
は
、

『
明
治
聖
德
記
念
學
會
紀
要
』
第
十
二
巻
（
一
九
一
九
年
）
よ
り

第
十
五
巻
（
一
九
二
一
年
）
に
か
け
て
、
論
爭
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
發
端
は
、
第
十
二
巻
に
お
い
て
、
加
藤
玄
智
が
井
上
の
解
釋

に
疑
義
を
呈
し
た
こ
と
に
よ
る
。

（
63
）　
「「
生
む
」
の
垂
示
」『
全
集
』（
第
二
巻
）
に
收
錄
。
初
出
は
、『
皇

道
發
揚
』
九
四
号
、
皇
道
発
揚
会
、
一
九
四
三
年
六
月

（
64
）　

同
、
六
三
八
頁

（
65
）　

同
、
六
三
九
頁

（
66
）　

同
右

（
67
）　
「
祓
戸
大
神
」『
全
集
』
第
二
巻
、
三
八
四
頁
。
初
出
は
、『
皇
道

發
揚
』
七
一
号
、
皇
道
発
揚
会
、
一
九
四
一
年
七
月

（
68
）　
「「
知
る
」
の
立
場
」
前
揭
書
、
六
二
三
頁

（
69
）　
「
古
典
の
尊
厳
」『
全
集
』
第
二
巻
、
一
九
頁
。
初
出
は
、『
皇
道

發
揚
』
八
一
号
、
皇
道
発
揚
会
、
一
九
四
二
年
五
月

（
70
）　

山
田
孝
雄
他
「
復
古
の
眞
意
義　

座
談
會
」『
文
藝
春
秋
』
二
〇

巻
一
〇
号
、
文
藝
春
秋
社
、
一
九
四
二
年
十
月
、
六
八
頁

（
國
學
院
大
學
大
學
院
博
士
課
程
後
期
）


